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弊
社
は
、
明
治
三
年
菜
種
油
商
を
創
業
し
、
そ
の
後
石
油

の
取
り
扱

い
を
始
め
て
か
ら
今
年
で
満
九
十
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
初
代
藤
村
嘉
吉
よ
り
四
代
目
藤
村
栄

一
ま
で
営

業
を
続
け
て
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
ひ

と
え
に
御
当
局
の
御
指
導
の
下
、
永
年
御
愛
顧
頂
き
ま
し
た

お
客
様
を
は
じ
め
、
モ
ー
ビ
ル
石
油
的
、
金
融
機
関
、
そ
の

他
関
係
各
方
面
の
皆
様
方
の
本
当
に
暖
か
い
御
支
援
の
た
ま

も
の
と
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
こ
こ
に
創
業
以
来
百
十
五
年
を
顧
み
ま
す
と
、
数
次
に

わ
た
る
戦
争
や
石
油
危
機
な
ど
に
も
直
面
し
、
誠
に
多
難
な

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
油
売
り

一
筋
に
歩
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
は

″
世
の
中
の
為
に
な
る
も
の
は
必
ず
栄
え
る
″
と

の
信
念
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
懸
命

の
努
力
を
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

何
と
ぞ
御
高
配
賜
り
ま
す
よ
う
伏
し
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
本
社
史
は
モ
ー
ビ
ル
石
油
販
売
代
理
店
九
十
周
年

を
記
念
し
て
編
集
し
た
も
の
で

″
あ
ぶ
ら
や
″
の
つ
た
な
い

記
録
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
笑
覧
頂
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。

以
上
、
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
年
九
月

一
日

藤
村
石
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
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本
社
社
屋

‐

藤
村
石
油
株
式
会
社

石
油
販
売
九
十
周
年
を
祝
し
て

″
寿

モ
ー
ビ
ル
石
油
株
式
会
社

取
締
役
社
長

杉
原
泰
馬

藤
村
栄

一
社
長
は
じ
め
、
藤
村
石
油
株
式

会
社
の
皆
様
方
に
心
か
ら
、
石
油
販
売
九
十

周
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
れ
ば

一
八
九
二
年
（明
治
二
十
八
年
）
、

貴
社
は
、
モ
ー
ビ
ル
石
油
株
式
会
社
の
前
身

で
あ
り
ま
す
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
オ
イ
ル

・

カ
ン
パ
ニ
ー

。
オ
ブ

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日

本
支
社
と
販
売
代
理
店
契
約
を
締
結
さ
れ
、

以
来
、
明
治

。
大
正

。
昭
和
と
九
十
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
石
油
製
品
の
販
売
を
通
じ
て

地
域
経
済
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

明
治
二
十
八
年
と
い
え
ば
、
ま
さ
に
我
が

国
に
お
い
て
近
代
石
油
商
業
が
確
立
さ
れ
ん
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と
す
る
黎
明
期
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
、　
い
ち
早
く
先
見
性

を
も

っ
て
石
油
販
売
に
着
目
さ
れ
、
地
域
経

済
の
中
に
確
固
た
る
地
歩
を
築
か
れ
ま
し
た

こ
と
に
、
改
め
て
敬
服
の
念
を
禁
じ
え
ま
せ

ん
。一

日
に
九
十
年
と
中
し
ま
し
て
も
、
古
く

は
灯
油
ラ
ン
プ
の
時
代
か
ら
、
宇
宙
衛
星
、

エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
の
今
日
に
至
る
ま
で
、

明
治

。
大
正

。
昭
和
の
三
代
に
お
よ
ぶ
風
雪

を
見
事
に
乗
り
越
え
ら
れ
、
今
日
の
隆
盛
を

見
る
に
至

っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
心
強
い
限

り
で
あ
り
ま
す
。

石
油
販
売
業
界
は
今
日
、
非
常
に
厳
し
い

環
境
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
厳
し
い

環
境
を
乗
り
越
え
て
、
企
業
が
継
続
的
に
繁

栄
す
る
た
め
に
は
、
何
に
も
ま
し
て
経
営
体

質
の
強
化
が
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
き
ま

す
。
こ
の
荒
波
に
立
ち
向
い
、
打
ち
勝

つ
エ

ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
、
今
後
生
き
残
る
た
め
の
キ

ー

・
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
よ
う
。

こ
の
輝
し
い
記
念
す
べ
き
年
を
、
更
に
将

来
の
飛
躍
に
向
け
て
の
ス
テ
ッ
プ
と
さ
れ
る

よ
う
、
今
後
の
努
力
と
精
進
を
期
待
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

重
ね
て
貴
社
の
御
隆
昌
と
御
発
展
を
お
祈

り
中
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
年
九
月
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油屋創業までのあゆみ
藩政時代の郡中

初代嘉吉の時代の社会状況

嘉吉、菜種油商を創業

ランプ時代から隆盛期へ……………
ニューヨークスタンダー ド石油会社と契約

モービルオイル小史

戦後の発展……………………………

苦 しい石油統制時代

営業再開、栄一代表者となる

航空燃料の納入はじまる

スタンバック、モービルとエッソに分割

藤村石油株式会社設立

松山市に本社移転

代理店70年で表彰

モータリゼーションの到来………・

伊予藤村石油的と天山橋石油的の設立

40年代の思い出

プロパンガスのこと

石油危機起こる

代理店80年で表彰

新しい時代への躍進……………………

代理店90年で表彰

座談会

未来をひらくオイル・マンの役割
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＞
創
業
者
／
藤
村
嘉
吉

藤
村
石
油
の
創
業
者
、
藤
村
嘉
吉
は
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）
現
在
の
伊
予
市
、
当
時
の
郡
中
湊
町
に

生
ま
れ
た
。
嘉
吉
の
生
家
は
江
戸
時
代
初
期
よ
り
歴

代
松
山
藩
、大
洲
落
の
米
殻
御
用
商
人
を
つ
と
め
、
屋

号
は

「米
屋
」
を
名
未

っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
藤

村
家
の
歴
史
は
落
政
時
代
に
お
け
る
郡
中
の
農
業
、

商
業
の
歩
み
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い
る
。

藩
政
時
代
の
郡
中

郡
中
は
寛
永
十
二
年

（
一
六
三
五
）
以
降
、
明
治

四
年
の
廃
藩
置
県
令
ま
で
の
二
百
五
十
余
年
の
間
、

大
洲
藩
加
藤
公
に
よ

っ
て
治
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
に

松
山
藩
と
の
領
地
交
換
に
よ
る
替
地
、
天
領
移
管
問

題
、
さ
ら
に
は
安
政
の
大
地
震
、
大
千
ば
つ
、
農
民

一
揆
な
ど
に
揺
れ
た
が
、
産
業
の
中
心
が
農
業
で
あ

っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
米
殻
御
用
商

「米
屋
」
の
所
在
地

・
湊
町
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は
郡
中
三
町

（灘
町
、
湊
町
、
三
鳴
町
）
の

一
つ
で
、

藩
政
期
に
最
も
発
展
し
た
町
で
あ
る
。
湊
町
は
、
か

つ
て
小
川
町
と
称
し
て
い
た
が
、
享
保
二
十
年

（
一

七
三
五
）
改
称
さ
れ
た
。

藩
政
初
期
か
ら
連
綿
と
続
い
た
米
屋
。
の
ち
に
藤

村
家

″中
興
の
祖
″
と
な
る
米
屋
嘉
吉
の
先
代
は
米

屋
亀
吉
で
あ
る
。
嘉
永
年
間
か
ら
明
治
四
年
ま
で
の

藩
政
、
町
政
、
社
会
事
業
な
ど
を
記
録
し
た

「塩
屋

記
録
」
（塩
屋
惣
右
衛
門
自
筆
）
に
よ
る
と
、
万
延
元

年

（
一
八
六
〇
）
十

一
月
十
四
日
、
町
方
が
米
高
値

で
難
渋
者

へ
の
助
情
金
を
差
し
出
す
よ
う
、
い
い
渡

さ
れ
た
人
々
の
中
に
、
米
屋
亀
吉
が
五
百
目
を
出
し
た

こ
と
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
に
は
、
里
（国
船
来

襲
に
備
え
鉄
砲
を
渡
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。さ

て
、
米
殻
商

。
米
屋
が
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
た

の
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
で
あ

っ
た
。
即
ち
、
小
川

町
が
湊
町
と
名
称
を
変
え
た
時
期

（
一
七
三
〇
～

一

七
五
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
郡
中

三
町
の
商
人
は
他
領
と
の
取
引
を
認
め
ら
れ
、
多
大

の
収
益
を
挙
げ
る
に
至
る
。
や
が
て
商
人
の
経
済
力

は
藩
政
を
も
左
右
す
る
ほ
ど
に
な
る
。
米
屋
も
そ
の

一
人
で
あ

っ
た
。

当
時
、
大
洲
藩
は
商
人
に
商
札

（商
業
鑑
札
）
を

買
い
と
ら
せ
る
形
で
税
を
徴
収
し
て
い
た
が
、
農
業

を
捨
て
商
札
を
受
け
る
者
が
相
次
ぐ
と
い
う
事
態
も

起
き
て
い
る
。
い
か
に
商
業
が
隆
盛
期
に
あ

っ
た
か

を
物
語
る

一
件
で
あ
る
。

な
お
、
商
札
は
営
業
種
目
に
よ

っ
て
格
差
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
俵
物

（米
、
大
豆
）
は
銀
三
十
匁
、

酒
屋
、
呉
服
屋
な
ど
は
銀
十
五
匁
で
あ

っ
た
。
米
屋

の
商
札
は
最
上
級
の
銀
三
十
匁
で
あ

っ
た
ろ
う
。
ま

た
、
後
に
米
屋
か
ら
分
家
し
た
嘉
吉
が
興
す
こ
と
に

な
る
菜
種
油
商
は
十
五
匁
ク
ラ
ス
の
商
札
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
文
化
。文
政
期

（
一
八
〇
〇
年
代
初
期
）

に
な
る
と
、　
い
っ
そ
う
商
店
が
繁
盛
す
る
こ
と
と
な

る
。
こ
れ
に
は
文
化
九
年

（
一
八

一
二
）
の
万
安
港

の
創
築
、
拡
張
な
ど
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
商

人
た
ち
は
互
い
に
同
業
組
合
な
ど
を
結
成
、
営
業
の

安
定
と
独
占
を
確
保
す
る
に
至
る
。
そ
し
て
組
合
の

＞
嘉
吉
の
先
代
亀
吉
の
大
福
帳

運
上
金
や
藩

へ
の
冥
加
金
を
収
め
て
い
た
。
こ
れ
ら

も
い
わ
ば
税
の

一
種
で
あ

っ
た
。

商
人
の
中
に
は
藩
の
窮
乏
に
際
し
多
額
の
献
金
を

し
、
そ
の
功
に
よ
り
特
別
に
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
落

か
ら
保
護
を
受
け
る
者
も
出
て
き
た
。
こ
の
時
代
、

士
農
工
商
の
身
分
の
な
か
で
も
最
も
裕
福
な
暮
ら
し

を
し
て
い
た
の
は
町
人

（商
人
）
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
時
代
の
状
況
下
に
現
在
の
藤
村
石
油
創

業
者
、
米
屋
嘉
吉
が
生
ま
れ
る
。
天
保
十
二
年

（
一

八
四

一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も
世
は

「
天

保
の
改
革
」
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
。

＞
藤
村
家
に
今
も
残
る
古
銭

藩
本し
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初
代
嘉
吉
の
時
代
の
社
会
状
況

米
屋
嘉
吉
は
激
動
の
年
に
産
声
を
上
げ
た
。
こ
の

年
の
二
月
に
は
天
保
の
改
革
が
始
ま
り
、
そ
の
前
々

年
に
は
、
「蛮
社
の
獄
」
が
あ

っ
た
。
「夢
物
語
」
を

著
し
た
高
野
長
英
、
渡
辺
華
山
ら
が
投
獄
さ
れ
た
事

件
で
あ
る
。
こ
の
高
野
長
英
は
郡
中
と
も
か
か
わ
り

を
持
つ
人
物
で
あ
る
。

長
英
は
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）、
宇
和
島
に
来
て

藩
医
二
宮
敬
作
と
交
友
を
深
め
た
。
翌
年
郡
中
灘
町

に
住
む
大
洲
藩
医

・
藤
井
道

一
を
訪
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
年
、
長
英
は
江
戸
に
帰
り
自
刃
し
て
果

て
た
の
で
あ
る
。

こ
の
藤
井
道

一
は
オ
ラ
ン
ダ
医
学
で
有
名
な
杉
田

玄
自
の
流
れ
を
汲
む
外
科
手
術
の
名
人
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
詩
文
に
も
長
じ
頼
山
陽
と
の
交
わ
り
も
あ
る

イ
ン
テ
リ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

明
治
維
新
の
英
傑
の

一
人

・
大
村
益
次
郎
も
宇
和
島

へ
の
道
中
、
藤
井
宅
を
訪
れ
て
い
る
。

嘉
吉
の
幼
年
期
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
起
き

て
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
見
落
と
せ
な
い
歴
史
的
事
件

と
い
え
ば
、
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
六
月
の
米
国

ペ
リ
ー
提
督
の
浦
賀
来
航
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
ロ
シ

ア
使
節
が
長
崎
に
来
航
す
る
な
ど
、
日
本
と
諸
外
国

の
間
に
は
不
隠
な
空
気
が
み
な
ぎ

っ
て
い
た
。
嘉
吉

十
二
歳
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
嘉
吉
二
十
歳
の
文
久
元
年

（
一
八
六

一
）

二
月
二
十
四
日
、
遂
に
伊
予
長
浜
沖
に
異
国
船
が
停

泊
し
た
。
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
し
て
八
年
後
の
こ

と
で
あ
る
。
大
洲
藩
を
は
じ
め
郡
中
の
人
々
に
と

っ

て
は

″ま
さ
か
″
の
出
来
事
。
里
（国
船
の
話
は
遠
い

浦
賀
、
長
崎
の
こ
と
―
と
の
ん
び
り
構
え
て
は
い
ら

れ
な
い
事
態
と
な

っ
た
わ
け
だ
。
二
十
歳
の
嘉
吉
は

お
そ
ら
く
長
浜
沖
の
異
国
船
を
群
集
に
ま
じ

っ
て
見

た
で
あ
ろ
う
。
黒
船
を
見
つ
め
る
嘉
吉
の
胸
に
去
来

し
た
も
の
は
何
か
？
来
た
る
べ
き
新
時
代
の
息
吹
を

感
じ
、
海
外
雄
飛
の
夢
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

嘉
吉
が
幼
年
期
か
ら
青
年
期
に
移
る
天
保
、
嘉
永
、

＞
黒
船

安
政
、
文
久
の
時
代
、
郡
中
地
方
は
大
地
震
、
大
凶

作
に
見
舞
わ
れ
た
。
二
十
歳
ま
で
の
間
、
二
回
の
大

地
震
と
二
回
の
大
凶
作
に
遭
遇
す
る
。
そ
し
て
農
民

の
悲
哀
と
家
財
の
も
ろ
さ
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
。

こ
れ
は
後
年
の
藤
村
家
の
礎
を
築
く
う
え
で
得
が
た

い
体
験
と
な
る
の
で
あ
る
。

大
凶
作
は
不
思
議
な
こ
と
に
異
国
船
の
来
航
時
に

重
な

っ
て
い
る
。
最
初
が
嘉
吉
十
二
歳
の
ペ
リ
ー
来

航
時
、
次
が
十
九
歳
の
と
き
と
、
長
浜
沖
来
航
の
二

十
歳
の
と
き
。
大
地
震
は
安
政
元
年

（
一
八
五
四
）、

安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
に
起
き
、
死
者
は
郡
中
だ

け
で
そ
れ
ぞ
れ
十

一
人
、
四
人
と
出
た
。

嘉
吉
の
経
営
哲
学
は
、
こ
の
五
回
に
わ
た
る
自
然

の
驚
異
に
よ

っ
て
確
立
さ
れ
た
。

「家
財
は
土
地
に
残
す
べ
し
、
家
は
火
事
に
焼
け

崩
れ
、
震
災
に
流
さ
れ
、
農
作
は
千
天
に
は
さ
れ
て

し
ま
う
。
が
、
土
地
は
水
に
流
さ
れ
ず
、
火
事
に
焼

け
ず
、
年
貢
米
は
災
害
に
会

っ
て
も
高
く
売
れ
る
」。

こ
れ
は
藤
村
家
の
日
伝
と
し
て
、
第
二
代
日
長
十

郎
に
伝
え
ら
れ
、
三
代
日
長
雄
に
日
移
さ
れ
、
四
代

日
現
社
長
藤
村
栄

一
に
伝
わ

っ
て
い
る
。
嘉
吉
の
こ

の
才
覚
、
才
智
が
今
日
の
藤
村
石
油
の
基
礎
を
な
し

た
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

藩
政
末
期
、
全
国
的
に
急
激
な
海
防
意
識
の
高
場

が
あ

っ
た
。
大
洲
藩
と
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
長

浜
、
郡
中
に
つ
い
て
も
藩
は

一
応

「何
ら
か
の
手
を

打
た
ね
ば
」
と
考
え
て
い
た
節
が
あ
る
。
し
か
し
、

防
備
の
部
隊
を
常
駐
さ
せ
る
に
は
藩
兵
が
不
足
し
て

い
た
。
そ
こ
で
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
大
洲
藩
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は
郡
中
に
地
域
住
民
組
織
に
よ
る
自
主
警
防
団
を
作

ら
せ
た
。
組
織
と
は
い
え
、
こ
れ
は
各
村
か
ら
の
″寄

せ
集
め
″
的
な
も
の
で
強
固
な
警
防
団
と
い
う
ほ
ど

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
文
久
元
年

（
一
八
六

一
）、
長

浜
沖
に
異
国
船
が
停
泊
し
た
と
き
の
大
洲
藩
内
の
あ

わ
て
よ
う
は
大
変
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。
瀬
戸
内

の
小
藩
の
日
前
に
異
国
船
が
あ
ら
わ
れ
る
な
ど
、
実

際
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

形
だ
け
の
警
防
団
を
編
成
し
て
は
い
た
が
、
住
民

主
体
で
あ
り
、
兵
士
な
ど
は
加
わ

っ
て
い
な
い
弱
体

組
織
、
そ
こ
へ
異
国
船
で
あ
る
。
「青
天
の
へ
き
れ
き
」

と
言

っ
て
も
よ
い
事
件
で
あ

っ
た
。

大
洲
藩
は
本
格
的
な
防
衛
隊
組
織
づ
く
り
に
取
り

か
か
っ
た
。
当
然
、
幕
府
も
こ
れ
を
認
め
た
。
文
久

三
年

（
一
八
六
三
）
二
月
、
郡
中
の
代
官
所
は
農
民
、

町
民
の
志
願
兵
を
募

っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「農
民
の
準

足
軽
化
」
で
あ
る
。
同
時
に
郡
中
に
百
三
十
二
丁
の

鉄
砲
を
交
付
、
射
撃
訓
練
が
始
ま

っ
た
。

こ
の
と
き
、
鉄
砲
を
手
に
し
た

一
人
が
二
十
二
歳

に
な
る
嘉
吉
で
あ
る
。

嘉
吉
の
湊
町
隊
は
五
と
七
の
つ
く
日
に
小
脇
差
に

袴
を

つ
け
、
鉄
砲
の
訓
練
に
は
げ
ん
だ
。
以
後
、
嘉

吉
は
民
兵
と
し
て
の
生
活
を
送
り
、
大
政
奉
還
―
明

治
維
新
を
郡
中
か
ら
見
守

っ
た
。

明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）、
嘉
吉
は
失
職
す
る
。
新

政
府
は
諸
藩
兵
制
の
改
革
と
兵
員
減
少
を
通
達
、
大

洲
藩
も
こ
れ
に
従

い
郡
中
隊
を
解
散
す
る
。
嘉
吉
二

十
九
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
嘉
吉
の
身
に
転
機
が
訪
れ
る
。
政
府
は
兵

制
改
革
と
同
時
に
屋
号
を
廃
止
し
名
字
を
許
し
た
。

す
で
に
本
家

。
米
屋
を
離
れ
た
形
と
な

っ
て
い
た
嘉

吉
は
、
こ
の
と
き
米
屋
嘉
吉
改
め
藤
村
嘉
吉
と
名
乗

る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
明
治
三
年
と
い
う
年
は
藤
村
家
に
と

っ
て
記

念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
如
く
、

米
屋
か
ら
分
家
し
て
藤
村
姓
を
初
め
て
名
乗

っ
た
う

え
に
、
身
重
の
妻
を
抱
え
た
嘉
吉
が
菜
種
油
商
を
創

業
し
た
年
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
藤
村
石
油

創
業
の
年
な
の
で
あ
る
。

記
念
す
べ
き
こ
と
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
の
ち

に
詳
述
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ジ
ョ
ン

。
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
オ

ハ
イ
オ

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
会
社

を
創
立
し
た
の
も
こ
の

一
八
七
〇
年
で
あ
る
。

幕
末
の
動
乱
期
に
青
年
時
代
を
過
ご
し
た
嘉
吉
は
、

明
治
新
政
府
の
近
代
国
家
建
設
に
歩
調
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
、
藤
村
嘉
吉
と
し
て
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出

す
。
そ
れ
は
今
日
の
藤
村
石
油

の
胎
動
を
告
げ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

社会の動き ①
1841(天保12)

1849(嘉永 2)

米屋嘉吉、大,州藩領郡中湊町に誕生

この年、天保の改革始まる

高野長英、卯之町の宇和島藩医二宮敬作

と交友の後、郡中灘町の医者藤井道―宅

に 1泊 して江戸ヘ

6月  ペリー浦賀に来航
10月  大村益次郎、宇和島への道中、郡
中の藤井道一宅に 1泊

11月  大地震で郡中の家屋崩壊による圧
死者11名  嘉吉13歳
8月  伊予国各地に大地震 郡中で死者
4名

9月  伊子国各地にコレラ流行
6月  大洲藩、異国船警備のため郡中各
村に壮丁を待機させる

3月  伊予長浜沖に異国船停泊
6月  松山 。大洲藩内に大千ばつ
7月  ロシア船、:二津浜に来る
3月  嘉吉22歳 代官所の町民志願兵に
応募 じ湊町隊に配属される

6月  フランス船、長浜沖に停泊
7月  第 1次長州征伐
6月  第 2次長州征伐
7月  大i州領内ノ子騒動、30ヶ 村の農民
米屋、酒屋を襲撃

8月  伊予国各地に千ばつ
1月  成辰戦争始まる 宇和島、大

'州

、

新谷藩の各兵、松山討伐令により郡中に

着陣

6月  版籍奉還
嘉吉29歳 大洲藩、郡中隊を解散、嘉吉
失職

2月  ,由株が廃:」 Lさ れ、 1由締 りが ―‐般に

開放される

9月  屋号が廃止され、名字許可となり
嘉吉は初めて藤村姓を名のる

この年、嘉吉は菜種油商を創業 奇 しく
も同年アメリカではジョン・ロックフェ

ラーがオハイオスタンダード会社を創立

廃藩置県 大洲県の成立
大i州若宮騒動、都中騒動起こる

郡中地方は宇和島県に移管、その

山県と改称

この年、 2代 目藤村長十郎誕生
1973(′′ 6)2月  神山、石鉄両県合せて愛媛県誕生

1853(′′ 6)

1854(安政元 )

1857(′′ 4)

1858 ( ′′  5)

1859 ( ′′  6)

1861(文 久元 )

1863 ( ′′  3)

1864(元治元)

1866(慶応 2)

1867 ( ′′  3)

1868 ( ′′  4)

1869(明 治 2)

1870(′′ 3)

1971 ( ′′  4) 月

月

月

神

７

８

１１

後
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嘉
吉
、
菜
種
油
商
を
創
業

明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）、
藤
村
姓
を
名
未

っ
た
嘉

吉
は
菜
種
油
商

「藤
村
商
店
」
を
創
業
す
る
。
大
洲

藩
郡
中
隊
の
民
兵
で
あ

っ
た
嘉
吉
は
政
府
の
兵
制
改

革
の
あ
お
り
を
受
け
て
失
職
。
さ
ら
に
は
米
屋
か
ら

の
分
家
が
契
機
と
な

っ
て
自
主
独
立
の
道
を
歩
み
は

じ
め
る
嘉
吉
で
あ
る
。

独
立
し
て
選
ん
だ
家
業
が
、
な
ぜ
菜
種
油
商
で
あ

っ
た
の
か
？
む
ろ
ん
明
治
と
い
う
時
代
の
夜
明
け
の

中
で
、
ラ
ン
プ
時
代
の
到
来
を
予
感
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
こ
の
予
感
を
現
実
化
し
た
も
の
は
、

同
年
二
月
の
政
府
に
よ
る
油
株
廃
止
令
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。

藩
政
時
代
、
油
絞
り
は
藩
の
許
可
制
で
あ
り
、
特

定
業
者
だ
け
が
灯
油
の
製
造
販
売
を
行

っ
て
い
た
。

こ
の
年
か
ら

一
般
に
油
絞
り
が
開
放
さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
。

藤
村
嘉
吉
の

″
先
見
の
明
″
と
明
治
と
い
う
新
し

い
社
会
、
経
済
状
況
が
、
嘉
吉
の
新
事
業
成
功
を
導

い
た
と
い
え
る
。
嘉
吉
自
身
、
三
十
歳
か
ら
四
十
歳

へ
と
脂
の
乗
り
切

っ
た
働
き
盛
り
で
も
あ

っ
た
。
商

売
は
繁
盛

の

一
途
を
た
ど
る
。
そ
し
て
郡
中
に

「あ

ぶ
ら
や
」
あ
り
と
言
わ
し
め
る
ま
で
に
急
成
長
し
た

の
で
あ

っ
た
。

菜
種
油
商
を
創
業
し
た
当
時
、
嘉
吉
の
妻
は
身
重

で
あ

っ
た
。
来
る
べ
き
新
時
代
を
ラ
ン
プ
時
代
と
読

み
、
新
商
売
に
打
ち
込
ん
だ
と
は
言
え
、
嘉
吉
の
労

苦
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
は
ず
だ
。

創
業
の
翌
年
、
明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
に
長
男

の
長
十
郎
が
生
ま
れ
た
。
第
二
代
目
を
得
た
嘉
吉
の

喜
び
は
想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ

っ
た
ろ
う
。
商
売

熱
心
に
拍
車
が
か
か

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

当
時
、
菜
種
は
石
臼
に
入
れ
横
棒
を
つ
け
馬
に
引
か

せ
て
油
を
絞
り
取

っ
て
い
た
。
こ
の
方
式
は
長
十
郎

二
十
三
歳
、
明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）
ま
で
続

け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
間
、
伊
予
は
神
山
県
と
石
鉄
県
が

″合
併
″

し
て
愛
媛
県
に
統

一
さ
れ
る
。
伊
予
郡
役
所
が
郡
中

湊
町
に
置
か
れ
、
郡
中
銀
行
も
創
立
さ
れ
、
よ
う
や

く
近
代
国
家
と
し
て
の
体
制
が
整

っ
て
く
る
。

明
治
二
十

一
年

（
一
八
八
八
）
に
は
松
山
市
内
に

国
内
第
二
番
目
の
民
営
鉄
道
、
「伊
予
鉄
道
会
社
」
が

設
立
さ
れ
る
。
通
称

″坊

っ
ち
ゃ
ん
列
車
″
と
呼
ば

れ
る
汽
車
が
人
々
の
足
と
な
り
、
人
と
物
資
の
輸
送

に
大
い
に
役
立

っ
た
。

＞
菜
種
油
の
つ
ぼ
（
藤
村
家
蔵
）

▼当時のレーヨーランプ
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菜
種
油
商
と
し
て
堅
実
な
商
売
を
し
て
き
た
嘉
吉

は
、
成
長
す
る
長
十
郎
に
経
営
哲
学
の
極
意
と
、
「
土

地
を
持

つ
べ
し
」
と
い
う
信
条
を
日
伝
し
た
。
幕
末

の
動
乱
期
、
大
凶
作
、
天
災
を
目
の
あ
た
り
に
し
て

き
た
嘉
吉
の
人
生
訓
で
あ
る
。

生
ま
れ
た
時
か
ら
菜
種
油

の
臭

い
で
育
ち
、
油
桶

の
間
で
遊
ん
だ
長
十
郎
の
理
解
は
早
か

っ
た
。
加
え

て
、
長
十
郎
は
積
極
果
敢
な
性
格
を
合
わ
せ
持

っ
て

い
た
。
父
嘉
吉
の
厳
格
に
し
て
慈
愛
に
あ
ふ
れ
た
教

え
の
も
と
、
長
十
郎
も
第

一
級
の
経
営
者
と
し
て
成

長
し
て
い
っ
た
。

＞
喜
吉
の
大
福
帳
（明
治
十
四
年
）

明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）、
帝
国
憲
法
公
布
。

翌
年
に
は
町
村
制
の
実
施
に
よ
り
郡
中
町
が
発
足
す

る
。長

十
郎
は
、
こ
う
し
た
改
革
期
の
世
に
あ

っ
て
、

か
ね
て
か
ら

″菜
種
油
だ
け
で
は
駄
目
だ
″
と
い
う

感
慨
を
抱
い
て
い
た
。
産
業
と
文
化
の
発
展
に
伴

っ

て

″
石
油
こ
そ
次
の
時
代
に
欠
か
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
″

こ
と
を
感
じ
と
る
。

「
石
油
は
必
ず
や
必
需
品
と
な
る
。
い
ま
こ
そ
石
油

を
扱
わ
ね
ば
…
」。
ま
さ
に
父
ゆ
ず
り
の
鋭
く
適
確
に

時
代
を
読
む
能
力
に
た
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ

う
し
て
長
十
郎
は
父
と
と
も
に
明
治
二
十
七
年

（
一

八
九
四
）、
勇
躍

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石

油
会
社
神
戸
事
務
所
に
乗
り
込
ん
で
ゆ
く
。

湊
町
藤
村
油
店
の
こ
と

（
下
吾
川
　
田
中
金
重
氏
口
述
）

ご
先
祖
長
十
郎
さ
ん
時
代
の
頃
、
旧
登
記
所
道

を

一
つ
隔
て
て
西
側
に
大
倉
が
建
ち
、
其
の
中
で

種
油
し
ぼ
り
作
業
に
数
名
の
元
気
な
若
者
が
従
事

し
、
掛
声
と
共
に
圧
縮
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
酒

屋
や
醤
油
屋
と
同
じ
工
程
と
推
察
し
て
い
る
。

私
（
田
中
金
重
老
人
九
十
三
歳
）が
十
六
歳
で
港

町
伊
予
か
す
り
会
社
入
社
当
時
、
店
で
は
六
十
歳

位
の
近
親
の
方
が
、
番
頭
代
わ
り
で
付
き
き
り
で

あ

っ
た
。
当
時
は
ラ
ン
プ
で
、
五
分
芯
と
い
う
の

が
主
で
、
そ
れ
以
下
が
多
か
っ
た
。
石
油
が
ど
ん

な
家
庭
に
も
絶
対
に
必
要
な
も
の
で
あ

っ
た
。
菜

種
油
は
食
料
と
神
仏
の
灯
明
に
こ
れ
ま
た
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
他
に
は
同
業
者

が
な
く
、
同
店
か
ら
小
売
業
者
が
仕
入
れ
て
販
売

し
て
い
た
。
私
の
組
中
に
沖
里
五
郎
と
い
う
人
が

い
て
、　
一
代
藤
村
店
か
ら
油
を
仕
入
れ
、
毎
日
予

定
し
て
い
る
家

へ
出
向
い
て
売

っ
て
い
た
。

藤
村
家
に
は
田
地
が
相
当
あ

っ
た
。
下
三
谷
地

域
に
特
に
多
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
元
警
察
署

移
転
で
表
通
り
か
ら
、
東
の
通
路
迄
い
つ
さ
い
買

い
取
り
、
ま
た
梶
野
十
左
衛
門
の
家
を
全
部
引
取

り
、
ぼ
う
大
な
土
地
所
有
者
と
な

っ
た
。

長
十
郎
さ
ん
は
店

へ
出
て
い
て
も
、
帳
場
に
で

ん
と
控
え
て
い
て
、
金
銭
出
納
だ
け
に
携

っ
て
い

た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
長
命
の
家
柄
で
皆
ん
な

睦
ま
じ
く
、
大
家
族
で
あ

っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

/ン′ヽL/    ′
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ニ
ュ
ー

ヨ
‥
ク

紐
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
と
特
約

嘉
吉
が
二
十
四
歳
の
長
十
郎
を
伴

っ
て
神
戸
の
紐

育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社

（略
称
ソ
コ
ニ
ー
）
の

事
務
所
を
訪
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
七
年

（
一
八
九

四
）
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
嘉
吉
は
五
十
二
歳
の
円
熟

期
で
あ

っ
た
。

当
時
の
ソ
コ
ニ
ー
神
戸
所
長

ハ
ッ
パ
ー
は
羽
織
袴

で
訪
れ
た
、
こ
の
四
国
か
ら
の
客
人
を
ひ
ど
く
歓
待

し
た
。
彼
は
大
の
親
日
家
で
日
本
語
に
も
熟
達
し
、

の
ち
に
会
社
を
退
職
し
た
あ
と
、
早
稲
田
大
学
の
講

師
と
し
て
日
本
に
留
ま
り
、
浮
世
絵

の
研
究
家
と
し

て
著
書

「
ヒ
ロ
シ
ゲ

・
ザ

・
グ
レ
ー
ト
」
な
ど
も
残

し
て
い
る
。

ハ
ッ
パ
ー
は
嘉
吉
の
気
骨
に
好
意
を
持
ち
、
長
十

郎
の
進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
眼
差
に
魅
せ
ら
れ
た
。

当
時
の
販
売
網
は
、
引
取
者
↓
問
屋
↓
仲
買
↓
各

販
売
業
者

へ
と
順
次
販
売
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
す
べ

て
現
金
取
引
で
あ
り
、
明
治
四
十
年
ご
ろ
に
は
代
理

店
直
販
組
織
が
採
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
藤
村
商
店
は
紐
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石

油
会
社
製
品
販
売
の

「藤
村
石
油
店
」
と
し
て
、
輝

か
し
い
記
念
す
べ
き
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
こ
れ

は
主
に
ラ
ン
プ
用
灯
油
を
主
体
と
し
た
依
託
販
売
で

あ

っ
た
。

嘉
吉
が
莱
種
油
商
と
し
て
身
を
起
こ
し
て
二
十
四

年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
ソ
コ
ニ
ー
が
日
本
支
店
を
開

設
し
た
の
が
、
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）。
そ
の

翌
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
敏
速
的
確
な

″時
代
の

読
み
″
と

″大
胆
な
行
動
力
″
こ
そ
、
今
日
の
藤
村

石
油
の
礎
を
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

当
時
、
灯
油
は
五
ガ
ロ
ン
か
ん
入
り
二
個
の
木
箱

詰
め
で
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
罐
は
樽
よ
り
漏
れ
に
よ

る
損
失
が
少
な
く
、
本
箱
は
船
積
み
に
も
、
荷
お
ろ

く
初
代
看
板
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し
後
の
国
内
輸
送
に
も
便
利
で
あ

っ
た
。

石
油
製
品
は
広
島
県
の
糸
崎
油
槽
所
か
ら
郡
中

港

へ
船
で
輸
送
、
こ
れ
を
引
き
取
り
荷
馬
車
で
店

ま
で
運
ぶ
と
い
う
方
式
で
あ

っ
た
。
荷
馬
車
は
専

属
契
約
で
、
現
在
の
運
輸
業
の
前
身
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
郡
中
港
か
ら
店
ま
で
は
約

一
キ

ロ
、
地
の

く
二
代
目
／
藤
村
長
十
郎
（昭
和
三
十
二
年
）

利
も
藤
村
家
に
味
方
し
た
。

余
談
で
は
あ
る
が
、
こ
の
前
年
ア
メ
リ
カ
で
は
デ

ィ
ー
ゼ
ル
に
よ

っ
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
が
発
明
さ
れ

て
お
り
、
嘉
吉
、
長
十
郎
に
よ
る
ソ
コ
ニ
ー

ヘ
の
接

触
は
ま
さ
に
時
宜
を
得
、
先
見
の
明
が
あ

っ
た
と
い

えヽ
しよ
つヽ
。

＞
タ
テ
型
看
板

く
仕
入
帳
（明
治
三
十
九
年
）

内
油
、
外
油
入
り
乱
れ
て
の
乱
売
合
戦
は
あ

っ
た

も
の
の
藤
村
石
油
店
で
は
慎
重
確
実
な
経
営
で
着
々

と
利
益
を
あ
げ
続
け
た
。
当
時
の
大
福
帳
が
同
家
に

残

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
任
意
に
め
く
る
と
、
「明
治

四
十
二
年
九
月
十
日
　
一二
机
港
　
上
松
石
油
八
箱
入

参
拾
円
六
十
銭
―
」
と
筆
書
き
さ
れ
、
そ
の
上
か
ら
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▲
長
十
郎
の
日
誌
（
明
治
三
十
七
年
）

く
石
油
注
文
帳
（明
治
四
十
年
）

▲
石
油
引
請
売
捌
数
覚
帳
（明
治
四
十
四
年
）

左
右

へ
一
本
横
線
に
よ

っ
て
消
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
こ
れ
は
、
三
机
港
へ
上
松
石
油

（灯
油
）
を
八
箱

（十
八
リ
ッ
ト
ル
入
り
十
六
缶
詰
）
三
十
円
六
十
銭

で
販
売
し
、
入
金
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

同
じ
年
、
郡
中
地
方
で
は
電
灯
の
使
用
が
始
ま

っ

た
。
こ
れ
を
機
と
し
て
、
船
舶
油
、
機
械
油
、
や
が

て
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
と
本
格
的
な
石
油
時
代

が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
藤
村
家
で
は
嘉
吉
以
来
の
経
営
哲
学

「土
地

投
資
」
を
長
十
郎
は
着
々
と
進
め
て
い
っ
た
。
こ
の

土
地
は
や
が
て
数
十
町
歩
に
ま
で
な
り
、
小
作
人
に

よ
る
年
貢
米
も
毎
年

一
千
五
百
俵
に
ま
で
に
な

っ
て

い
っ
た
。
こ
の
頃
の
藤
村
家
に
は
倉
庫
に
は
石
油
が

蔵
に
は
米
が
常
に
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
。

明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
二
）、
三
代
目
長
雄
を
得
、

松
山
に
三
津
浜
支
店
を
開
設
す
る
に
至
っ
て
そ
の
隆
盛

は
留
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
や
が
て
第

一
次
世
界
大
戦

後
の
景
気
到
来
へ
と
突
入
す
る
の
で
あ
る
。

長
十
郎
の
商
才
は
天
賦
の
も
の
で
あ

っ
た
。
日
用

品
を
買
う
に
し
て
も
、
「
か
け
引
き
」
に
よ

っ
て
必
ず

定
価
よ
り
安
く
購
入
し
た
と
い
う
。

家
庭
で
は
倹
約
家
で
あ

っ
た
が
、
豪
気
で
さ

っ
ぱ

り
し
た
人
情
家
で
あ

っ
た
。
年
貢
な
ど
も
決
し
て
無

理
な
取
り
た
て
を
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

下
か
ら
は
慕
わ
れ
、
小
作
人

か
ら
の
信
望
も
厚
か

っ

た
。大

正
七
年

（
一
九

一
八
）
八
月
、　
折
か
ら
の
不
況

で
郡
中
に
も
米
騒
動
が
起
こ

っ
た
。
連
日
の
よ
う
に

店
の
打
ち
こ
わ
し
、
火

つ
け
な
ど
が
続
き
、
名
あ
る
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▲スタンダード石油販売店の会の記念撮影 (大正 2年 1月 /東京 )

商
家
が
次

々
と
被
害
を
受
け
た
。
藤
村
石
油
店
は

「

あ
ぶ
ら
や
」
で
あ
る
。
火
を

つ
け
ら
れ
た
ら
ひ
と
た

ま
り
も
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
日
頃
の
長
十
郎
の
人
柄
が
こ
れ
を
助
け

た
。
長
十
郎
は
鼠
が
米
を
食
べ
て
い
る
の
を
見
て
も

「鼠
と
て
生
き
物
、
腹
も
減
る
じ
ゃ
ろ
。
ほ

っ
て
お

け
」。
と
ゆ

っ
た
り
構
え
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
慈
悲

深
さ
鷹
場
さ
が
藤
村
家
を
救

っ
た
の
で
あ
る
。
藤
村

家
と
そ
の

一
族
に
米
騒
動
の
火
の
粉
が
ふ
り
か
か
る

こ
と
は
な
か

っ
た
。

ま
た
、
銀
行
は
あ

っ
た
が
当
時
、
小
作
人
は
自
ら

進
ん
で
現
金
を
藤
村
家
に
預
け
て
い
た
。
こ
れ
は
、

い
か
に
長
十
郎
が
信
頼
さ
れ
て
い
た
か
を
物
語
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
彼
ら
が
現
金
を
必
要
と
し
た
時
、

そ
れ
ま
で
の
利
子
を

つ
け
て
用
立
て
た
。
そ
う
し
て

ま
と
ま

っ
た
金
は
、
土
地
買
収
の
資
金

へ
と
割
り
当

て
て
い
っ
た
。

長
十
郎
は
大
変
な
信
心
家
で
も
あ

っ
た
。
商
売
繁
盛
。

家
内
安
全
の
祈
願
の
た
め
に
年
に
数
回
、
汽
車
が
開

通
し
て
い
な
い
当
時
は
四
日
が
か
り
で
琴
平
宮
参
拝
に

出
向

い
た
。
雨
が
降
ろ
う
が
、
雪
が
降
ろ
う
が
ワ
ラ
ジ

を
数
足
予
備
と
し
て
持
ち
、
往
復
八
十
里
の
道
の
り
を

羽
織
袴
に
身
を
包
み
歩

い
て
行

っ
た
。
参
拝
に
出
か

け
る
日
に
は
さ
い
銭
の

一
文
銭
を
き
れ
い
に
塩
で
磨

き
、
自
ら
風
呂
を
た
て
斎
戒
沐
浴
を
し
た
と
い
う
。

朝
晩
は
燈
明
を
か
か
げ
神
に
手
を
合
わ
せ
た
。
大

事
な
判
断
の
時
は
、
お
札
で
神
様
に
お
伺
い
を
た
て
た

と
い
う
。
強
い
信
仰
に
貫
か
れ
た
彼
の
選
ん
だ
道
は
、

た
と
い

一
時
は
損
を
し
よ
う
と
も
何
の
迷
い
も
な
か

っ
た
。
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レ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
に
対
す
る
長
十
郎
の
要
望
書

レ
ニ
代
目
看
板
「紐
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
」

く
三
代
目
看
板
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・ヴ
ア
キ
ュ
ー
ム
石
油
会
社
」

ス
社
か
ら
銀
杯

大
正
三
年

（
一
九

一
四
）
第

一
次
世
界
大
戦
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
時
、
藤
村
家
あ
て
に
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
社
か
ら

一
通
の
書
簡
と
銀
盃
が
届
い
た
。
嘉

吉
七
十
三
歳
、
長
十
郎
四
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。
書

簡
は
英
文
で
あ
り
、
知
人
に
訳
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
次

の
こ
と
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
嘉
吉
に
対
し
、そ
の
功
績
を
た
た
え
、敬
意
を

表
し
、銀
盃
一個
を
贈
り
挨
拶
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
日
本
に
数
あ
る
代
理
店
の
中
で

も
ま
れ
な
こ
と
で
、
名
誉
あ
る
出
来
事
で

あ

っ
た
。
長
十
郎
の
優
れ
た
経
営
手
腕
が

う
か
が
わ
れ
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
と
契

約
し
て
二
十
年
目
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

一
九

一
五
年

（大
正
四
）
木
か
ら
翌
年

に
か
け
て
戦
争
の
長
期
化
に
よ
る
戦
争
景

気

へ
の
本
格
的
転
換
が
訪
れ
た
。
海
外
か

ら
の
軍
需
物
資
の
発
注
に
よ
り
海
運
界
も

好
調
と
な
り
、
国
際
収
支
が
好
転
し
た
。

石
油
業
界
も
例
外
な
く
、
未
曽
有
の
ブ
ー

ム
を
享
受
し
た
。

スタンダードオイルカンパニ_、 ニュ_ヨーク

電信受信人略号 “SOCONY・・

1,14年 6月 8ロ  ネ申戸

郡中 藤村 嘉吉殿
拝啓

私達は、あなたがこの数年間、タイガー油の

販売代,■人として仕事をされるにおいて示さ

れた。たゆまぬ努力に対し大いに賞讃を送る

ものであります。又私達は、様々な事情に依

り、あなたの誠実な働きにふさわしい感謝の

意を表明することが遅れましたことを遺憾に

思 つてお |)ま す。

よってここに、銀杯を贈呈申しあげます。

どうぞお受け下さいますように。そしてこの

私達の感謝の心が励ましともなり、あなたな

私達の事業の為に、これからも仕|1努カ ドさる

ことを心かっ御期待中し卜|ザます。

スタンタートオイル″/′ ニヽー ニューヨーク
神戸支店 支店長
チャーレ:卜・ヽ ・ヽアッキンソ′
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社会の動き ②
1873

1877

1878

1884

1886

1887

1889

1890

1893

1894

(明治 6)

(′′ 10)

(′ ′ 11)

(′′ 17)

(′′ 19)

( ′′ 20)

( ′′ 22)

( ′′ 23)

( ′′ 26)

( ′′ 27)

地祖改正 地券と交換する
6月  西南戦争
12月  伊予郡役所を郡中湊町に置 く
3月  地視条例制定
郡中銀行創立

9月  伊 予鉄道会社創立
2月  大日本帝国憲法公布
12月  町村制実施で郡中町発足
この年、ディーゼルエンジン発明される

嘉占、長十郎父子、ニューヨークスタン

ダー ド石油神戸事務所を訪ねる

8月  日清戦争始まる
同社と販売契約 じランプ用灯油主体の依

託販売を開始

4月  夏目漱石、松山中学に赴任
10月  松山電灯会社設立
7月  南予鉄道、松山一郡中間が開通
3代 目藤村長雄誕生

2月  日露戦争始まる
9月  ロンア人捕慮、郡中五色浜彩浜館
に遊ぶ

4月  イ升予水力電気の電灯6,000灯祝賀会
を開催

郡中地方でも電灯の使用始まる

1月  松山一堀江間に自動車旅客運送始
まる

12月  松山ガス開業
2月  松山電気軌道が電灯電気事業開始
藤村石油店、米スタンダード社から功績を

たたえられ、銀杯を贈られる 嘉吉73歳
7月  第 1次世界大戦勃発
11月  伊予自動車、八幡浜一大,州―郡中
間の旅客輸送開始

伊予鉄道電気(抑電気部の発電能力1,710

即、点灯数5万 3,400余灯

この年、君|;中花かつお製造始まる

8月  郡中町でも米騒動
嘉吉翁永眠 82歳

3月  伊予自動車と内子自動車が内子―
郡中間の運賃を 2円 90銭に値下げし競争

9月  関東大震災
三津一三机間に豊安丸就航、郡中港に寄

港 しはじめる

9月  4代 日藤村栄一誕生
2月  予讃線、松山一郡中間開通

1895 ( ′′ 28)

1896(′′ 29)

1902(′′ 35)

1904(′′ 37)

▲
大
正
三
年
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
か
ら
贈
ら
れ
た
銀
杯

く
そ
の
時
の
感
謝
状
と
そ
つ
訳
文

ま
た
、
日
本
国
内
で
は
自
動
車
台
数
が

伸
び
、
や
が
て
ガ
ソ
リ
ン

・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

（給
油
所
）
時
代
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

1905 ( rr l3)

1909 ( ′′ 42)

1911 ( ′′ 44)

1913(大 正 2)

1914(′′ 3)

1916 ( ′′  5)

1917(′ ′ 6)

1918 ( rr 7)
7922 ( rr 77)

7923 ( rt 121

1924(′ ′ 13)

1926 ( ′′ 15)

1930(日 召禾口5)
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▲今も残る藤村家の屋敷、現在は伊予藤村石油腕の事務所に使用されている

大
正
十
二
年

（
一
九
二
四
）
、
長
男
。長
雄
は
房
子

と
結
婚
す
る
。
神
の
導
き
に
よ
る
も
の
か
否
か
は
定

か
で
は
な
い
が
、
房
子
の
実
弟
、
新
野
進

一
郎
は
日

本
で
二
番
目
の
民
間
経
営
鉄
道
で
あ
る
伊
予
鉄
道
の

現
会
長
で
あ
る
。
の
ち
に
現
在
の
藤
村
石
油
仰
に
、

大
小
の
影
響
を
及
ぼ
す
。
意
義
深

い
め
ぐ
り
会
い
で

あ

っ
た
ｃ

三
代
目

ｏ
長
雄
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
学
究
肌
で

あ

っ
た
。
　
郡
中
町
の
助
役

と
し
て
町
の
発
展
に
働

き
、
商
売
の
方
は
長
く
父
親
長
十
郎
に
任
せ
た
。

家
族
は
長
雄
に

一
日
も
早
く
男
子
生
誕
を
期
待
し

た
。
そ
の
か
い
あ

っ
て
か
、
大
正
十
五
年
に
四
代
目

栄

一
が
誕
生
す
る
。
長
十
郎
は
こ
の
時
五
十
六
歳
で

あ

っ
た
。
長
十
郎
は
こ
の
孫
に
商
売
を
み

っ
ち
り
教

え
こ
ん
だ
。

そ
の
二
年
前

（大
正
十

一
年
）
嘉
吉
は
静
か
に
そ

の
生
涯
を
開
じ
た
。
藩
政
期
か
ら
明
治
の
新
時
代
に

か
け
、
藤
村
石
油
の
礎
を
築

い
た
創
業
者
の
永
遠
の

眠
り
で
あ

っ
た
。

モ
ー
ビ
ル
オ
イ
ル
小
史

明
治

二
年
、
藤
村
嘉
古
が
、
菜
種
油
商
と
し
て
身

を
興
し
た
同
じ
年
、
不
思
議
に
も
海
の
向
こ
う
の
ア
メ

リ
カ
で
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
オ

ハ
イ
オ

・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド

・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
創
立
し
た
。
ま

さ
に
ラ
ン
プ
時
代
の
幕
開
け
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
リ
ッ
チ

モ
ン
ド
で
小
商
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、　
一
八
五
九

年
、
二
十
歳
の
と
き
友
人
と
小
さ
な
商
事
会
社
を
興
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社会の動き ③
1932(日召本田7)

1934( ′′ 9)
占日

月

月

内

月

月

月

月

月

５

４

県

２

７

４

５

９

5。 15事件起こる

郡中港、運輸省指定港となる

動車保有台数1,075台

2・ お事件起こる

日中戦争開始

県下いっせいに防空訓練

伊予鉄道、郡中―郡中港間開通

第 2次世界大戦勃発

1936 ( ′′ 11)

1937 ( ′′ 12)

1938,( ′′ 13)

1939 ( ′′ 14)

1941(′′

1943(′′

1944 ( ′′

1945 ( ′′

1946(′ ′

1947(′′

16)12月  大平洋戦争始まる
18)石油専売法により統制、実質上家業は休

業となる

19)6月  丸善石油松山製油所が操業開始
20)7月  松山空襲
8月  無条件降伏

21)11月  日本国憲法公布
22)3月  農地改革開始、藤村家の土地も没
収される

24)8月  石油統制解除、営業再開、藤村栄 ´

24歳で代表者となる ス社と取引再開
25)朝鮮特需景気起こる

5月  伊予鉄郡中線電化
26)5月  四国電力が新発足
30)1月  伊予郡 1町 3村が合併 し、伊予市
が発足

4月  大野ヶ原開拓地にも電灯ともる
12月  松山市一番町 。大街道交差点に自
動信号機登場

31)2月  松山―大阪間定期航空便開始 藤
村石油、航空燃料の納入始める

32)アメリカの業界紙「ランプ」に藤村家が

紹介される

33)10月  藤村長十郎永眠 88歳
34)こ の年、岩戸景気

35)7月  藤村石油株式会社設立
36)9月  松山一広島間の定期航空路開設
この年、スタンダー ドバキューム石油会

社、モービル石油会社とエッソスタンダ

ード石油会社に分割、藤村石油はモービ

ル石油会社と代理店契約

37)12月  松山一東京間全日空航路開通
39)3月  国道11号線完工
10月  藤村石油、松山市本町に本社移転
10月  東京オリンピック
40)7月  二津浜港にフェリー基地完成

1949(′′

1950(

1951(〃

1955(′′

1956(

1957(

1958

1959

1960

1961

1962(〃

1964(′′

31

1965 ( ′′

＞
当
時
の
石
油
運
搬
風
景
（
モ
ー
ビ
ル
石
油
百
年
史
よ
り
）

し
た
。　
一
八
六
三
年
、
副
業
と
し
て
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
に
精
油
所
を
設
立
し
た
が
、
こ
れ
が
当
た
り
、
し

だ
い
に
出
資
書
一も
増
え
、　
一
八
七
〇
年
に
は
株
式
会

社
形
態
を
と

っ
て
社
長
の
椅
子
に
就
任
す
る
こ
と
に

な
る
。

モ
ー
ビ
ル
の

一
方
の
始
祖
で
あ
る
ヴ
ァ
キ

ュ
ー
ム
・

オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、　
一
八
六
六
年
十
月
、　
ハ

イ
ラ
ム

・
ボ
ン
ド

・
エ
ベ
レ
ス
ト
に
よ
リ

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州

ロ
チ

ェ
ス
タ
ー
に
設
立
さ
れ
た
。
原
油
を
真

空
中
で
蒸
留
す
る
際
に
生
じ
る
残
留
物
が
機
械
の
潤

滑
油
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
潤
滑

油
製
造
に
着
手
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ヴ
ァ
キ

ュ
ー
ム
の
将
来
性
に
目
を
向
け
た

ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
は
、　
一
八
七
九
年
、
そ
の
権
利
の
四
分
の

三
を
獲
得
し
、
傘
下
に
収
め
た
。
し
か
し
ヴ
ァ
キ
ー

ム
は
、　
エ
ベ
レ
ス
ト
と
そ
の
息
子
が
そ
の
ま
ま
社
長

お
よ
び
副
社
長
の
地
位
に
と
ど
ま
り
社
名
を
継
承
し

て
独
立
し
た
経
営
を
行

っ
た
。

一
八
八
二
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
精
油
所
の

九
五
％
を
支
配
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
オ
イ
ル

・
ト

ラ
ス
ト
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
八
月
に

は
そ
の
な
か
か
ら
、
モ
ー
ビ
ル
の
も
う

一
つ
の
始
祖

で
あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
オ
イ
ル

・
カ
ン
パ
ニ
ー

・

オ
ブ

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

（略
称
ソ
コ
ニ
ー
）
が
発
足

し
た
の
で
あ
る
。

ソ
コ
ニ
ー
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
の
管
理

部
門
を
は
じ
め

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
地
域
の
製
油
、
販
売
を
担
当
し
た
。
の
ち
に
は

海
外
、
と
く
に
日
本
な
ど
東
洋
全
般
の
販
売
を
行
う

こ
と
に
な
ら

た
。

一
九
世
紀
後
半
、
よ
う
や
く
近
代
化
の
灯
を
と
も

hi頷
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コ
ニ
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し
始
め
た
ア
ジ
ア
諸
国
は
、　
ロ
シ
ア
灯
油
と
激
し
い

戦
い
を
く
り
広
げ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
灯
油
に
と

っ
て

莫
大
な
未
開
発
の
市
場
で
あ

っ
た
。

一
八
九
二
年
、
ア
ジ
ア
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ

た
ソ
コ
ニ
ー
は
、　
一
連
の
ア
ジ
ア
基
地
を
設
立
し
、

翌
年
の
は
じ
め
ま
で
に
ソ
コ
ニ
ー
支
店
や
特
約
代
理

店
が
、
上
海
、
カ
ル
カ
ッ
タ
、
ポ
ン
ベ
イ
、
香
港
、

横
浜
、
神
戸
、
長
崎
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ
タ
ビ
ア

に
つ
く
ら
れ
活
動
を
開
始
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は

一
八
九
〇
年
に
シ
ャ

ー
マ
ン
独
占
禁
止
法
が
発
効
し
、　
一
八
九
二
年
に
オ

ハ
イ
オ
高
等
裁
判
所
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ｏオ
イ
ル
・

ト
ラ
ス
ト
の
解
散
を
命
じ
た
た
め
、　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
オ
イ
ル
社
が
ト
ラ
ス
ト

の
持
株
会
社
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
の
活

動
に
は
ま

っ
た
く
支
障
は
な
か

っ
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー

ド

・
グ
ル
ー
プ
の
各
製
油
所
か
ら
委
託
販
売
の
か
た

ち
で
、
各
地
の
支
店
ま
た
は
代
理
店
へ
送
ら
れ
た
灯

油
や
潤
滑
油
は
、
そ
こ
か
ら
再
び
地
方
の
卸
売
商
や

仲
買
人
に
売
ら
れ
た
。

一
八
九
二
年
、
ソ
コ
ニ
ー
は
横
浜
居
留
地
八
番
に

支
店
を
開
設
し
た
。
日
本
で
は
紐
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

石
油
会
社
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「オ
ラ
ン
ダ
屋

敷
」
あ
る
い
は

「
八
番
館
」
「蘭
八
」
と
呼
ば
れ
る
木

造
三
階
建
八
室
の
洋
館
を
本
拠
に
、
わ
が
国
で
最
初

の
外
資
石
油
会
社
が
産
声
を
あ
げ
た
。

ソ
コ
ニ
ー
は
、
間
も
な
く
神
戸
居
留
地
五
十
六
番

と
長
崎
大
浦
九
番
に
、
そ
れ
ぞ
れ
営
業
所
を
開
き
、

神
戸
営
業
所
で
は
、
ま
ず
潤
滑
油
の
販
売
が
開
始
さ

れ
た
。

ソ
コ
ニ
ー
の
日
本
進
出
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
ヴ

ァ
キ

ュ
ー
ム

・
オ
イ
ル

・
カ
ン
パ
ニ
ー
も
日
本
支
店

を
神
戸
居
留
地
六
十
四
番
に
開
設
し
た
。
ヴ
ア
キ

ュ

ー
ム
は
と
り
わ
け
、
シ
リ
ン
ダ
ー
オ
イ
ル
お
よ
び
ス

ピ
ン
ド
ル
オ
イ
ル
で
断
然
群
を
抜

い
て
い
た
。

ジ
Ｖ
キ
ー
ム
が
商
標
に

″
モ
ー
ビ
ル
オ
イ
ル
″
を

使

い
は
じ
め
た
の
は

一
九
〇

一
年

（明
治
三
十
四
）

で
あ

っ
た
。
そ
の
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
ガ
ー
ゴ

イ
ル

（ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
建
物
に
用
い
ら
れ
る
鬼
や

怪
獣
な
ど
の
形
に
作

っ
た
屋
根
の
水
の
落
し
日
の
こ

と
）
は
、　
一
九
〇
四
年
に
採
用
さ
れ
た
。

モ
ー
ビ
ル
オ
イ

ル
は
、
わ
が
国
で
も
戦
前
ま
で
は

機
械
油

（潤
滑
油
）
の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ

ど
広
く
普
及
し
て
い
た
。
そ
の
接
頭
語

″
モ
ー
ビ
ル
″

が
単
独
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、　
一
九
二

〇
年
代
の
は
じ
め
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
石
油
史
上
に
お
い
て
も
新

た
な
時
代
が
訪
れ
る
。
各
種
内
燃
機
関
―
焼
玉
エ
ン

ジ
ン
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
の
実
用
化
に
よ
り
、
石
油
は
燃
料
油
時
代
を
迎
え

る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
次
第
に
変
化
を
も
た

ら
し
、
明
治
末
期
か
ら
揮
発
油
（ガ
ソ
リ
ン
）、
軽
油
、

重
油
、
そ
し
て
潤
滑
油

の
重
要
が
徐

々
に
増
え
て
き

た
。
こ
れ
ら
石
油
製
品
の
輸
入
は
、
年
を
追
う
ご
と

に
増
大
の

一
途
を
た
ど

っ
た
。

ソ
コ
ニ
ー
は

一
九
〇

一
年
に
横
治
支
店
お
よ
び
神

戸
営
業
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
極
東
船
舶
部
を
設
け
、
船

舶
用
潤
滑
油
の
販
売
に
力
を
入
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、

一
八
九
八
年
に
は
鉱
油

（機
械
油
）
の
販
売
を
日
的

と
し
て
日
米
破
油
合
資
会
社
も
設
立
さ
れ
た
。

や
が
て

一
九
〇
四
年
日
露
戦
争
が
ぼ
っ
発
し
、
翌
年

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
締
結
、
日
本
中
が
勝
利
の
美
酒

に
酔
い
し
れ
た
。
戦
争
景
気
も
手
伝

い
、
代
理
商
は

飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢

い
で
好
実
績
を
あ
げ
続
け
た
。

一
九
〇
八
年
ソ
コ
ニ
ー
は
わ
が
国
の
灯
油
市
場
に

お
け
る
競
争
の
激
化
に
対
処
す
る
た
め
、
思
い
切

っ

た
販
売
方
針
の
改
革
を
実
施
し
た
。

ま
ず
、
従
来
の
罐
入
り

（木
箱
詰
）
灯
油
の
輸
入

に
代
わ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
タ
ン
カ
ー
に
よ
る

タ
イ
ガ
ー

（虎
印
）
灯
油
の
バ
ル
ク
輸
入
を
開
始
し

た
。ま

た
、
販
売
組
織
は
中
継
販
売
を
廃
止
し
、
代
理

店
制
度
に
よ
る
直
接
販
売
方
式
を
採
用
し
た
。
わ
が

国
に
お
け
る
特
約
店

（代
理
店
）
制
度
は
、
こ
う
し

て
始
ま

っ
た
。
代
理
店
の
看
板
は
そ
れ
だ
け
で
そ
の

店
の
権
威
を
高
め
た
。

第

一
次
世
界
大
戦
の
後
遺
症
か
ら

一
九
二
〇
年
代

後
半

（昭
和
初
頭
）
ま
で
、
世
界
は
慢
性
的
不
況
に

陥

っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
石
油
資
本
は
集
約

（買

収

。
合
併
）
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

日
本
の
場
合
は
、
大
戦
後
の
関
東
大
震
災
が
、
不

況
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
石
油
需
要
の
増
加
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
況
は
悪
化
を
続
け
、
昭
和
四
年

（

一
九
二
九
）
石
油
は
大
暴
落
す
る
に
至

っ
た
。

こ
の
年
は
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
の
大
暴

落
に
端
を
発
し
た
。
ア
メ
リ
カ
大
恐
慌
の
嵐
が
吹
き

荒
れ
た
年
で
あ
る
。
大
恐
慌
は
全
世
界
に
広
が
っ
た
。

そ
し
て

一
九
二

一
年
、
ま
ず
ソ
コ
ニ
ー
と
ヴ
ァ
キ

ュ

ー
ム
が
合
併
、
「
ソ
コ
ニ
ー

・
ヴ
ァ
キ

ュ
ー
ム
社
」
と

な

っ
た
。
次
い
で

一
九
二
三
年
、
ソ
コ
ニ
ー

・
ヴ
ア

32
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キ

ュ
ー
ム
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

が
折
半
出
資
で
、
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
ヴ
ァ
キ

ュ
ー
ム

。
オ
イ
ル

・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
（略
称
ス
タ
ン
バ
ッ
ク
）

が
設
立
し
た
。
メ
ジ
ャ
ー
間
の
協
調
と
国
際
カ
ル
テ

ル
の
成
立
を
意
味
す
る
ス
タ
ン
バ
ッ
ク
の
誕
生
で
あ

っ
た
。

ス
タ
ン
バ
ッ
ク
日
本
支
社
は
、　
一
九
六

一
年
十
二

月
、
モ
ー
ビ
ル
石
油
が
発
足
す
る
ま
で
、
日
本

の
石

油
産
業
の
中
核
と
な

っ
て
活
動
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
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―

‐磨
き
込
ま
れ
た
黒
光
り
の
す
る
板
間
、
掃

除
の
行
き
届
い
た
土
間
に
は
、
ど

っ
し
り
と
し
た

油
の
壺
が
置
か
れ
て
あ
る
。
客
が
来
る
と
、
坊
主

頭
に
小
ざ

っ
ば
り
し
た
着
物
に
角
帯
を
き
ち
ん
と

締
め
た
丁
稚
が
、
柄
の
つ
い
た
升
で
油
を

一
合
、

二
合
と
計
り
売
る
。
帳
場
に
は
こ
れ
ま
た
質
素
で

は
あ
る
が
仕
立
て
の
よ
い
着
物
に
角
帯
を
き
り
り

と
締
め
た
穏
や
か
な
笑
顔
の
叔
父

。
長
十
郎
が
坐

っ
て
い
る
―

―
。

宮
脇
誤
氏

（明
治
四
十
三
年
生
ま
れ
）、
元
四
国

電
力
松
山
営
業
所
長

（昭
和
三
十
九
年
退
職
）
と

宮
脇
皐
氏

（大
正
四
年
生
ま
れ
）、
元
四
国
電
工
専

務
取
締
役

（昭
和
五
十
六
年
退
職
）
ご
兄
弟
の
幼

い
日
の
記
憶
の
片
隅
に
は
、
こ
ん
な
風
景
が
残

っ

て
い
る
と
い
う
。

両
氏
の
母
、　
一
恵
さ
ん
は
長
十
郎
の
妹
に
あ
た

る
。
幼
い
二
人
は
、
こ
の

一
恵
さ
ん
に
連
れ
ら
れ

て
何
か
あ
る
と
郡
中
の

「油
屋
」
に
遊
び
に
出
か

け
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
。
夏
休
み
は
特
に
楽
し
み

で
あ

っ
た
。
店
の
横
の
道
を
通
る
と
す
ぐ
浜
に
出

る
の
で
、　
一
日
中
海
水
浴
を
楽
し
ん
だ
。

腹
を
ぺ
こ
ぺ
こ
に
す
か
し
た
二
人
に
、
家
で
は

生
き
の
よ
い
魚
貝
類
の
ご
馳
走
が
待

っ
て
い
た
。

客
人
扱
い
の
ふ
る
ま

い
も
楽
し
み
の

一
つ
で
あ

っ

た
。

一
人

一
人
に
膳
が
こ
し
ら
え
て
あ
る
。
十
五
、

六
畳
も
あ
る
だ
ろ
う
部
屋
の
最
上
座
に
叔
父
は
座

つ
た
。
叔
父
は
毎
夜
、
酒
を
嗜
ん
だ
。
し
か
し
酔

狂
し
た
り
、
泥
酔
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は

一

度
も
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
顔
色

一
つ
変
え
ず
、

静
か
に
酒
を
楽
し
ん
で
い
た
。
「酒
を
嗜
め
ど
も
乱

に
到
ら
ず
」
と
い
う
境
地
で
あ

っ
た
。

叔
父
や
叔
母
と
て
人
間
で
あ
る
。
長

い
つ
き
合

い
の
中
に
は
、
意
見
が
合
わ
な
か

っ
た
り
、
人
間

の
嫌
な
部
分
も
見
え
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
長

十
郎
叔
父
に
関
す
る
限
り
、
長
じ
て
想
い
出
し
て

も
、
良

い
思
い
出
し
か
出
て
こ
な

い
と
い
う
。

淡
々
と
し
て
温
厚
で
、
抱
擁
力
の
あ
る
人
だ

っ

た
。
兄
弟
思
い
で
、
親
類
の
面
倒
は
骨
身
を
惜
し

ま
ず
、
よ
く
世
話
を
し
た
。
弟
の
学
資
、
姉
妹
の

婚
家
と
の
か
か
わ
り
事
な
ど
、
決
し
て
余
計
な
日

出
し
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

皐
氏
が
戦
後
、
あ
る
事
業
の
こ
と
で
叔
父
を
訪

ね
た
時

「商
売
は
短
気
を
お
こ
し
た
ら
い
か
ん
。
牛

の
よ
だ
れ
の
よ
う
に
気
長
に
行
け
。
決
断
の
時
、
日

先
き
の
こ
と
で
急

い
だ
ら

い
か
ん
。
慎
重
に
辺

り
を
見
回
し
て
、

一
番
機
の
熟
し
た
と
き
を
見
き

わ
め
よ
」。
と
諭
さ
れ
た
。
こ
の
言
葉
が
今
日
の
皐

氏
の
成
功
の
鍵
と
な

っ
た
と
い
う
。

本
当
の
商
売
人
と
は
、
こ
の
叔
父
の
こ
と
だ
―

と
、
両
氏
は
口
を
揃
え
て
語

っ
て
く
れ
た
。

頭
は
低
く
、
穏
や
か
だ
が
、
と
も
か
く
駄
目
が

詰
ん
で
い
る
。
腹
が
で
ん
と
す
わ

っ
て
い
て
、
驚

く
程
の
決
断
も
や

っ
て
の
け
る
、
合
理
的
で
無
駄

の
な
い
商
法
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
必
要
と
あ
れ

ば
、
惜
し
み
な
く
金
を
ふ
る
ま
う
。
ま
こ
と
に
、

明
治
人
間
の
気
骨
が
こ
の
叔
父
に
は
あ

っ
た
。

栄

一
社
長
が
、
戦
後
藤
村
石
油
を
再
開
す
る
際
、

七
九
歳
の
長
十
郎
翁
が
、
ど
こ
か
ら
調
達
し
て

き
た
の
か
、
自
動
車
を

一
台
ど
ん
と
購
入
し
て
き

た
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
と
い
う
。
先
が
見
え
、
商

売
の
投
資
は
惜
し
ま
な
い
人
柄
が
う
か
が
わ
れ
る
。

両
氏
に
、
長
十
郎
翁
を

一
言
で
表
現
す
る
と
す
れ

ば
ど
う
か
と
問
う
と
、
「長
十
郎
翁
を
知
り
た
い
の

な
ら
ば
、
今
の
栄

一
君
を
見
れ
ば
い
い
。
感
じ
と
い

い
、
タ
イ
プ
と
い
い
、
よ
く
似
て
い
る
」
と
の
答

が
即
座
に
返

っ
て
き
た
…
…
。
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長
雄
は
静
か
な
人
で
あ

っ
た
。
い
つ
も
穏
や
か

で
平
和
を
好
み
、
声
を
荒
げ
て
人
と
い
さ
か
い
を

す
る
よ
う
な
こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
と
、
妻
の

房
子
は
語
る
。

当
時
は
小
作
米
が
沢
山
入
っ
て
い
た
た
め
、
生

活
に
事
欠
く
こ
と
は
な
く
、
商
家
の
跡
取
り
で
、

し
か
も
地
主
の
若
旦
那
の
長
雄
に
は
、
小
作
米
の

取
立
や
借
家
の
管
理
な
ど
が
任
さ
れ
て
い
た
。

父
長
十
郎
は
、
日
頃
か
ら
不
動
産
で
も
山
林
に

は
火
の
心
配
が
あ
る
が
、
田
畑
に
は
そ
の
心
配
は

な
い
か
ら
と
、
人
に
勧
め
ら
れ
る
と
断
る
こ
と
も

な
く
年
々
田
畑
を
購
入
し
、
郡
中
町
及
び
そ
の
周

辺
、
ま
た
松
山
市
や
そ
の
隣
村
な
ど
に
沢
山
所
有

し
て
い
た
。
長
雄
は
、
そ
の
膨
れ
た
農
地
や
宅
地

の
管
理
の
た
め
、
実
地
調
査
を
し
て
正
確
な
台
帳

を
作
り
あ
げ
て
い
た
。
そ
の
苦
労
も
空
し
く
、
終

戦
後
大
部
分
の
田
畑
は
農
地
開
放
の
た
め
に
な
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

長
雄
は
、
地
主
の
若
旦
那
に
あ
り
が
ち
な
女
遊

び
や
賭
け
事
な
ど
と
は

一
切
無
縁
で
あ

っ
た
。
彼

の
目
に
は
世
間
の
醜
悪
な
事
柄
は
興
味
の
対
象
外

の
こ
と
で
あ

つ
た
。

戦
前
、
郡
中
町
か
ら
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
助
役
を

努
め
た
が
、
真
面
目
で
穏
や
か
な
彼
の
性
格
は
多

く
の
人
望
を
集
め
た
。
こ
れ
は
何
よ
り
の
社
会
勉

強
で
あ

っ
た
と
、
彼
自
身
が
後
日
語

っ
て
い
る
。

藤
村
家
に
流
れ
る
進
取
の
血
は
、
長
雄
の
中
に

も
脈
々
と
流
れ
て
い
た
。
当
時
と
し
て
は
か
な
り

ハ
イ
カ
ラ
な
セ
ン
ス
の
持
主
で
、
外
国
映
画
を
好

ん
で
松
山
ま
で
観
に
出
か
け
た
。
大
勢
で
賑
や
か

に
騒
ぐ
こ
と
よ
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
好
ん
で
読
書

を
し
た
。
こ
と
に
歴
史
書
に
は
た
い
へ
ん
興
味
が

あ
り
、
お
し
げ
も
な
く
関
係
書
籍
を
買
込
ん
で
い

た
。
ま
た
、
旅
の
本
当
の
楽
し
さ
は

一
人
旅
あ
る

と
い
っ
て
、
思
い
つ
く
と

一
人
で
出
か
け
た
も
の

で
あ
る
。

長
雄
は
趣
味
の
人
で
も
あ

っ
た
。
特
に
謡
曲
は

若

い
頃
か
ら
の
修
練
を
積
ん
で
い
た
の
で
相
当
な

腕
前
で
あ

っ
た
。
弓
道
も
学
生
時
代
か
ら
好
き
だ

っ
た
の
で
よ
く
楽
し
ん
で
い
た
。
何
事
も
好
き
こ

そ
物
の
上
手
な
れ
の
感
を
深
く
し
た
。

若
き
日
は
、
商
売
上
手
な
父
長
十
郎
の
庇
護
の

下
で
過
ご
し
、
戦
時
中
は
統
制
の
た
め
家
業
は
休

業
状
態
が
続
き
、
戦
後
再
開
さ
れ
る
と
長
男
栄

一

を
社
長
と
し
て
息
子
を
も
り
た
て
、
指
導
手
助
け

す
る
こ
と
に
な
る
。

長
雄
は
、
常
日
頃
よ
り
身
体
に
は
自
信
を
持

っ

て
い
た
の
で
、
家
族
も
、
ま
た
本
人
に
も
油
断
が

あ
り
忍
び
よ
る
病
魔
に
気
付
か
な
か

っ
た
。
す
で

に
胃
病
は
手
遅
れ
の
状
態
で
手
術
も
不
可
能
だ

っ

た
。
昭
和
三
十
八
年
春
二
月
、
岡
山
大
学
付
属
病

院
で
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
享
年
六
十

七
歳
。

36

一， 一代
機
ず
長
雄
の
こ
と

鵬

‐
輻静

町
詭

．ダ



苦
し
い
石
油
統
制
時
代

太
平
洋
戦
争
の
終
戦
の
年
、
十

一
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内

部
に
石
油
顧
問
団

（Ｐ
Ａ
Ｇ
）
が
設
置
さ
れ
、
戦
前

か
ら
日
本
で
営
業
し
て
い
た
ス
タ
ン
バ
ッ
ク
な
ど
か

ら
石
油
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
Ｐ
Ａ
Ｇ
の
も

と
に
石
油
配
給
公
団
に
よ
る
価
格
統
制
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

石
油
の
需
要
、
供
給
は

一
切
連
合
軍
の
支
配
下
に

置
か
れ
、
配
給
も
こ
の
石
油
公
団
が
と
り
し
き

っ
て

い
た
。
公
団
指
定
の
販
売
業
者
は
二
十
二
年
十

一
月

で
千
五
百
二
十
店
。
こ
の
当
時
の
統
制
価
格
（小
売
）

は
　
キ
ロ
＝
あ
た
リ
ガ
ソ
リ
ン
七
千
九
百
円
、
灯
油
七

千
二
百
四
十
円
、
軽
油
六
千
三
百
十
円
で
あ

っ
た
が
、

販
売
業
者
の
ガ
ソ
リ
ン
手
数
料
は
わ
ず
か
百
二
十
円
。

取
り
扱
い
量
も
少
な
か

っ
た
た
め
、
経
営
的
に
は
と

て
も
成
り
立
た
な
か

っ
た
。

戦
前
、
戦
中
を
通
じ
軍
需
産
業
と
し
て
軍
部
の
統

制
下
に
あ

っ
た
石
油
産
業
に
対
し
、
連
合
軍
の
態
度

は
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
対
日
占
領

政
策
、
石
油
政
策
が
ア
メ
リ
カ
に
よ

っ
て
緩
和
さ
れ

て
く
る
の
は
二
十
二
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

石
油
輸
入
基
地
の
民
営
復
帰
と
公
団
方
式
に
よ
る

配
給
統
制
廃
止
は
ス
タ
ン
バ
ッ
ク
、
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

（
の
ち
シ
ェ
ル
と
改
称
）
な
ど
の
要
望
で
あ
り
、
国
内

石
油
会
社
に
と

っ
て
も
、
自
主
的
立
ち
直
り
が
困
難

な
折
り
か
ら
外
資
提
携
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。

ス
タ
ン
バ
ッ
ク
は
東
亜
燃
料
工
業
に
技
術
、原
油
、

資
本
を
提
供
し
、
製
品
の
供
給
を
受
け
る
契
約
を
か

わ
し
て
い
た
。
（二
十
四
年
九
月
）

こ
う
し
た
状
勢
下
、
昭
和
二
十
四
年
二
月
、
石
油

配
給
公
団
は
解
散
。
ス
タ
ン
バ
ッ
ク
、
日
石
、
出
光
、

シ
ェ
ル
、
カ
ル
テ
ッ
ク
ス
、
丸
善
、
大
協
な
ど
が
次

々
に
営
業
を
再
開
し
た
。
し
か
し
、
石
油
統
制
価
格

は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
手
で
継
続
さ
れ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
税
は
依

然
高
率
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
二
十
七
年
四
月
、
対
日

講
和
条
約
の
発
効
に
よ

っ
て
、
よ
う
や
く
価
格
統
制
、

営
業
再
開
、

栄

一
代
表
者
と
な
る

配
給
統
制
が
撤
廃
さ
れ
、
戦
後
は
じ
め
て
自
由
販
売

時
代
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

藤
村
石
油
店
に
と

っ
て
も
、
こ
の
時
期
は
苦
難
と

試
練
の
時
代
で
あ

っ
た
。
石
油
公
団
と
の
取
引
の
話

も
あ

っ
た
が
、
長
十
郎
は
キ

ッ
パ
リ
断

っ
た
。
そ
う

し
て
店
は
潔
く
体
業
と
し
た
。
こ
の
英
断
は
長
十
郎

か
ね
て
よ
り
信
心
の
「神
の
お
告
げ
」
だ

っ
た
と
い
う
。

や
が
て
昭
和
二
十
年
、
長
か
っ
た
戦
争
も
終
わ
り
を

告
げ
た
。
日
本
は
無
条
件
降
伏
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
農
地

改
革
に
よ
り
、
藤
村
家
も
土
地
の
ほ
と
ん
ど
を
没
収
さ

れ
て
し
ま

っ
た
。　
一
千
五
百
俵
の
年
貢
も
数
十
町
歩

の
土
地
も

一
瞬
の
う
ち
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま

っ
た
。

特
に
松
山
市
の
大
手
町
、
古
町
等

の
価
値
の
高

い
農
地
の
取
り
上
げ
は
、
さ
す
が
の
長
十
郎
翁
に
と

っ
て
も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

っ
た
。
戦
後
の
食
料
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難
で
、
藤
村
家
の
着
物
や
調
度
品
も
食
料
に
変
わ

っ

た
。
か
つ
て
は
、
あ
れ
ほ
ど
蔵
に
あ

っ
た
米
も
、
少

々
調
達
す
る
の
に
大
変
苦
労
し
た
。

鹿
児
島
高
等
農
林
専
門
学
校

（現
鹿
児
島
大
学
農

芸
化
学
科
）
に
進
ん
だ
栄

一
は
、
家
の
窮
状
を
見
て

「僕
が
学
校
を
出
た
ら
」。
と
歯
を
食
い
し
ば
り
拾
土

重
来
を
期
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
二
年
、
民
間
貿
易
は
再
開
さ
れ
、
二
十

四
年
、
石
油
統
制
は
解
除
さ
れ
た
。

土
地
は
失

っ
た
が
石
油
は
も
う

一
度
や
れ
る
。
か

く
し
て
栄

一
二
十
四
歳
、
長
十
郎
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

社
と
取
引
を
開
始
し
た
時
と
奇
し
く
も
同
じ
年
齢
、

藤
村
石
油
店
再
建
の
道
を
歩
み
始
め
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

又
、
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
、
松
山
市

一
番
町
甲
四
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
ヴ
ァ
キ

ュ
ー
ム
石
油
会
社
松
山
給

油
所
の
運
営
を
暫
定
的
に
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
翌

二
十
九
年
、
こ
の
給
油
所
を

「株
式
会
社
ペ
ガ
サ
ス

松
山
発
売
所
」
と
し
て
経
営
す
る
。

こ
う
し
て
、
藤
村
石
油
は
戦
後
の
廃
虚
の
中
か
ら

敢
然
と
立
ち
上
が
っ
て
い
っ
た
。

＞
若
き
日
の
藤
村
栄

一
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石
油
製
品
販
売
業
者
登
録
証
▼

▲開設当時の一番町給油所は帥ベガサス松山発売所と呼んでいた(昭和29年 )

電
奎督
菫ヽ
”〆

鰈緻
颯

(1)

人
類
は
有
史
以
前
か
ら
石
油
と
か
か
わ
り
を
持
っ

て
き
た
。
た
と
え
ば
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
、
紀

元
前
三
二
〇
〇
年
に
シ

ュ
メ
ー
ル
人
が

ア
ス
フ

ア
ル
ト
舗
装
を
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
日
―
マ
で
も
石
油
を
武
器
に
使

用
し
て
い
た
と
の
記
録
が
残

っ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
日
本
書
記
に

「
天
智
天
皇
即
位
の

年

（
六
六
八
年
）
燃
ゆ
る
土
と
燃
ゆ
る
水
を
献
ず
」

と
い
う
趣
旨
の
表
記
が
あ
り
、
こ
れ
が
日
本
最
古

の
記
録
と
な

っ
て
い
る
。

石
油
が
初
め
て
世
界
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
照
明
用
と
し
て
で
あ
る
。
ラ
ン
プ
が
登

場
す
る
ま
で
は
ろ
う
そ
く
中
心
、
そ
の
後

一
九
世

紀
半
ば
ま
で
の
灯
火
は
菜
種
油
な
ど
植
物
油
が
中

心
で
あ

っ
た
。

口
囲
囲̈
一圏
闇
幽̈
　

一
八
四
八
年
、
英
国
の
Ｊ
・ヤ
ン

グ
が
世
界
初
の
製
油
所
を
建
設
。
こ
れ
に
よ
リ
ヤ

ン
グ
は
石
油
精
製
法
の
開
祖
と
な

っ
た
。
以
後
、

ラ
ン
プ
用
灯
油
、
潤
滑
油
と
し
て
の
石
油
が
広
く

利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
八
五
四
年
、
世
界
初
の
石
油
会
社
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
弁
護
師
ビ
セ
ル
に
よ

っ
て
創
立
さ
れ
、

「
ベ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

・
ロ
ッ
ク

。
オ
イ
ル
」
が
そ

の
社
名
で
あ
る
。

一
八
五
九
年
八
月
二
十
八
日
、
ア
メ
リ
カ
、
タ

イ
タ
ス
ビ
ル
近
く
で
初
め
て
井
戸
掘
り
に
よ
る
原

油
発
掘
に
成
功
。
ビ
セ
ル
配
下
の
現
場
責
任
者

工

ド
ウ
イ
ン

・
ド
レ
ー
ク
の
井
戸
か
ら
で
あ
る
。
「
ド

レ
ー
ク
の
井
戸
」
の
成
功
は
近
代
石
油
産
業
の
第

一
歩
で
あ
る
。
や
が
て
米
国
に
オ
イ
ル
・ラ
ッ
シ
ュ

の
時
代
が
到
来
。
同
時
に
世
界
各
国
の
油
田
開
発

を
促
し
た
。

伯
油
物
≡五
ロロ
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航
空
燃
料
の
納
入
は
じ
ま
る

昭
和
二
十
六
年
、
東
京
―
大
阪
間
に
デ

・
ハ
ビ
ラ

ン
ド

・
ダ
ブ
機
が
飛
ん
だ
。
わ
が
国
初
の
定
期
便

一

番
機
で
あ
る
。

そ
し
て
三
年
後
の
昭
和
三
十

一
年
二
月
、
松
山
―

大
阪
間
に
極
東
航
空

の
定
期
航
空
路
が
開
設
さ
れ

た
。
こ
の
年
か
ら
当
社
の
発
展
の

一
翼
を
担
う
航
空

燃
料
の
納
入
が
始
ま
る
。
老
舗
の
看
板
と
長
年
培
わ

れ
た
信
用
が
こ
の
燃
料
納
入
の
き

っ
か
け
と
な

っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
ｃ

当
時
は

一
日

一
便
、
航
空
機
フ
ァ
ン
に
は
懐
し
い

プ

ロ
ペ
ラ
機
の
「ダ
ブ
」
「
ヘ
ロ
ン
」
な
ど
が
松
山
上
空

を
飛
ん
だ
。
燃
料
納
入
は
四
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
、
モ
ー

ビ
ル
の
前
身
、
ソ
コ
ニ
ー

・
モ
ー
ビ
ル
・
オ
イ
ル
・

カ
ン
パ
ニ
ー
の
代
行
と
し
て
の
出
発
で
あ

っ
だ
。

当
社
に
と

っ
て
、
航
空
燃
料
納
入
の
最
初
の
二
十

年
間
は
赤
字
で
あ

っ
た
。
就
航
便
数
が
少
な
い
た
め

く
Ｄ
Ｃ
３
型
機
に
給
油

に
、
諸
経
費
の
方
が
オ
ー
バ
ー
し
て
い
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
燃
料
納
入
を
続
け
た
の
は
、
栄

一
の
長
男

泰
雄
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

彼
が
幼
稚
園
か
ら
松
山
空
港
を
見
学
に
行

っ
た
時

の
こ
と
で
あ
る
。
子
供
達
に
と
っ
て
飛
行
機
は
永
遠
の

憧
れ
で
あ
る
。
そ
の
飛
行
機
に

「藤
村
石
油
」
と
大

き
く
書
か
れ
た
給
油
車
が
燃
料
を
給
油
し
て
い
た
。

「あ

っ
藤
村
君
と
こ
の
車
だ
」。
と
日
々
に
さ
わ
ぐ
級

友
達
に
泰
雄
は
晴
れ
が
ま
し
い
気
持
ち
で
あ

っ
た
。

彼
の
日
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
栄

一
社
長
は

「
こ
の

子
達
が
大
き
く
な
る
ご
ろ
は
飛
行
機
は
も
う
国
民
の

足
と
な

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
幼
い
心
に
わ
ず
か
で

も
藤
村
石
油
の
名
を
留
め
て
く
れ
て
い
れ
ば
」。
と
考

えヽ
か
レヽ
」
い
つヽ
。

航
空
燃
料
納
入
は
少
し
の
ミ
ス
も
事
故
に
つ
な
が

る
。
水
分
、
ゴ
ミ
を
特
に
嫌
う
燃
料
補
給
は
細
心
の

注
意
と
技
術
が
必
要
と
さ
れ
、
品
質
の
よ
さ
が
要
求

さ
れ
る
。

当
時
、
飛
行
機
を
利
用
す
る
の
は
愛
媛
で
も
ま
だ

ま
だ
限
ら
れ
た
ク
ラ
ス
の
人
達
で
あ

っ
た
。
彼
ら
が

空
港
の
藤
村
石
油
の
名
を
見
て
当
社
に
対
す
る
信
頼

感
を
深
め
れ
ば
、
言
わ
ず
と
も
藤
村
石
油
の
評
価
は

高
ま
る
。
こ
の

「信
用
」
こ
そ
商
売
の
基
本
で
あ
る
。

長
十
郎
ゆ
ず
り
の
先
見
の
明
が
こ
こ
に
息
づ
い
て
い

た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
松
山
に
も
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
初

就
航
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
や

っ
と
採
算
に
の
り
、
や

が
て
現
在
の
年
間
二
万
五
千
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
納
入
に

至
る
の
で
あ
る
。

松
山
空
港
に
離
着
陸
す
る
全
て
の
航
空
機
に
藤
村

石
油
は
燃
料
の
品
質
管
理
徹
底
と
給
油

コ
ス
ト
低
減

と
信
用
に
よ
り
、
空
港
開
港
以
来
、
納
入
を
続
け
て

き
て
い
る
。

く

拡
張
前
の
松
山
空
港
と
藤
村
石
油
旧
空
港
事
務
所

（
昭
和
四
十
年
）
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昭
和
三
十
三
年
、
藤
村
石
油
が
行

っ
た
極
東
航
空
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
の
松
山
上
空

一
周
飛
行
は
世
間
を
驚
か
せ
た
。
こ
れ
は
ベ
ガ

サ
ス
松
山
発
売
所
と
し
て
の

″
モ
ー
ビ

ロ
イ
ル
増
販
運
動
″
の

一

環
で
非
常
な
好
評
を
博
し
た
。
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米
業
界
誌
「ザ
・
ラ
ン
プ
」
に
紹
介
さ
れ
る

ア
メ
リ
カ
最
大
の
石
油
業
界
誌

「ザ

・
ラ
ン
プ
」

に
藤
村
長
十
郎
翁
と
栄

一
社
長
が
写
真
入
り
で
紹

介
さ
れ
た
。
そ
れ
は
昭
和
三
十
二
年
の

一
九
五
七

―
五
八
冬
期
号
で
あ

っ
た
。

記
事
は
、
「
日
本
　
古
き
も
の
と
新
し
き
も
の
」

と
題
す
る
特
集
で
あ
る
。
特
集
記
事
を
書
い
た
の

は
経
済
評
論
家
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド

・
オ
ー
エ
ン
氏

で
、
氏
は
日
本
の
輸
送
機
関
と
経
済
問
題
に
関
す

る
調
査
の
た
め
日
本
政
府
よ
り
招
き
を
受
け
来
日
、

各
地
を
取
材
し
綿
密
な
レ
ポ
ー
ト
を
書

い
た
。

写
真
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
指
折
り
の
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
鳴
ら
し
て
い
た
ョ
ゼ
フ

・
ブ
ラ
イ
テ

ン
バ
ッ
ク
氏
が
撮
影
し
た
。
同
氏
は
藤
村
家
を
訪

れ
、
代
理
店
活
動
な
ど
を
入
念
に
カ
メ
ラ
に
収
め

た
。藤

村
長
十
郎
翁
と
栄

一
社
長
が
並
ん
だ
写
真
に

添
え
ら
れ
た
説
明
に
は

「
藤
村
長
十
郎
氏
は

一
八

九
二
年
に
伊
予
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
社
の
製
品
を
売

買
し
始
め
た
。
彼
の
孫
は
、
現
在
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・

ヴ
ァ
キ

ュ
ー
ム
給
油
所
と
地
方
の
販
売
を
担
当
し

て
い
る
」
と
あ
る
。
当
時
、
長
十
郎
翁
八
十
七
歳
、

栄

一
社
長
三
十
二
歳
で
あ

っ
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
ス
社
と
提
携
関
係
に
あ
る

東
亜
燃
料
工
業
和
歌
山
精
製
所
の
写
真
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

「
ザ

・
ラ
ン
プ
」
誌
の
日
本
紹
介
写

真
は
約
二
十
枚
。
こ
の
中
に
は
、
伊
予
市
に
お
い

て
撮
影
し
た
と
見
ら
れ
る
、
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を

使
う
農
夫
」
の
写
真
も
入

っ
て
い
る
。

ブ
ラ
イ
テ
ン
バ
ッ
ク
氏
の
撮

っ
た
長
十
郎
翁
の

写
真
、
伊
予
郡
中
の
海
岸
風
景

（子
供
た
ち
が
釣

り
を
し
て
い
る
）
は
、
当
時
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
バ
キ

ュ
ー
ム

。
オ
イ
ル
横
浜
支
社
が
発
行
し
て
い
た

「

ス
タ
ン
バ
ッ
ク

・
デ
ィ
ー
ラ
ー

・
ニ
ュ
ー
ス
」
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
エ
ン
氏
は
、
主
要
都
市
に
お
け
る
輸
送
間

題
」
な
ど
多
数
の
著
書
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ

の
日
本
ル
ポ
、
に
お
い
て
も
交
通
問
題
に
強
い
関

心
を
抱
い
て
い
る
。

た
と
え
ば

「
日
本
の
経
済
的
進
歩
は
感
動
的
で

さ
え
あ
る
」
と
述
べ
、　
マ
イ
カ
ー

・
ド
ラ
イ
バ
ー

の
多
い
こ
と
、
雑
踏
を
縫
う
よ
う
に
走
る
タ
ク
シ

ー
の
波
、
ト
ラ
ッ
ク
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
洪
水
に
驚

き
を
声
を
あ
げ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
代
初
期
の

日
本
は
、
急
激
な
経
済
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
時
期

＞
「ザ
・
ラ
ン
プ
」

一
九
五
七
―
五
八
冬
期
号
表
紙
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で
あ
る
。
そ
う
し
た
日
本

の
姿
を
オ
ー

エ
ン
氏
が

ま
の
あ
た
り
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。

オ
ー

エ
ン
氏
は
、
こ
の
当
時

（昭
和
三
十
二
年

ご
ろ
）
の
日
本
を
見
聞
し
て
、
教
育
問
題
、
工
業
、

農
漁
業
、
造
船
、
観
光
な
ど
幅
広

い
視
点
か
ら
日

本
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
特
集
記
事
か
ら
、
石

油
問
題
と
道
路

。
輸
送
問
題
に
関
す
る
部
分
を
紹

介
し
よ
う
。

Ｌ

性ヽ
静
」ｐ
メ
「

＞

記
事
内
容

「
日
本
の
自
動
車
産
業
、
ト
ラ
ッ
ク
製
造
な
ど

は
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
る
。

（略
）
よ
り

多
く
の
製
造
品
、
食
料
を
得
、
よ
り
多
く
を
輸
出

す
る
た
め
に
日
本
人
が
よ
り
多
く
の
石
油
を
必
要

と
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
現
在
の
石
油
製
精
能

力
は
戦
中
の
最
高
時
の
四
倍
で
あ
る
。
そ
し
て
石

油
製
品
の
消
費
は
二
十
年
前

の
五
倍
に
な

っ
て
い

る
い「

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ヴ
ァ
キ

ュ
ー
ム
社
は
、
現
在
ほ

と
ん
ど
の
販
売
を
約
二
百
の
大
規
模
代
理
店
と
約

千
五
百
人
の
販
売
員
や
小
売
商
と
で
行

っ
て
い
る

が
、
全
て
日
本
人
だ
。
（略
）
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ヴ
ァ
キ

ュ
ー
ム
社
は
日
本
に
あ
る
外
国
の
民
間
企
業
の
中

で
は
最
も
多
く
の
投
資
を
し
た
。
車
に
よ
る
輸
送

機
関
が
急
速
に
発
展
し
た
こ
と
で
石
油
は
必
要
不

可
欠
に
な

っ
た
」。
そ
し
て
次
に
日
本
の
道
路
事
情

が
不
十
分
な
の
に
自
動
車
優
位
意
識
だ
け
が
発
達

し
た
」。
と
輸
送
状
況
を
皮
肉

っ
て
い
る
。

多
く
の
民
間
企
業
が
自
社
専
用
の
三
輪
ト
ラ
ッ

ク
を
所
有
し
、
走
る
時
の
音
を
も
じ

っ
て
、
そ
れ

ら
三
輪
車
が
、
「
バ
タ
バ
タ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ

と
ま
で
記
述
し
て
い
る
。
日
本
に
つ
い
て
書
か
れ

た
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
は
実
に
綿
密
な
内
容
を
持

っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
良
き

″

お
と
く

い
さ
ん
″
で
あ
る
こ
と
、
日
本
経
済
が
よ

り
発
展
す
る
に
は
ア
メ
リ
カ
市
場
を
も

っ
と
開
拓

す
る
必
要
が
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
今
日
の
日

米
経
済
摩
擦
の
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
れ
も
ま
た

″
皮
肉
″
な
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

▼米人カメラマン・ヨゼフ・ブライテンバック氏が撮影した

藤村家の人々
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ス
タ
ン
バ
ツ
ク
、
モ
ー
ビ
ル
と
エ
ツ
ソ
に
分
割

一
九
二
三
年
八
昭
和
八
）、
設
立
さ
れ
た
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
・
ヴ
ァ
キ

ュ
ー
ム
石
油
会
社
（略
称
ス
タ
ン
バ
ッ

ク
）
は
、　
一
九
六

一
年

（昭
和
三
十
六
）、
解
体
さ
れ

た
。
中
東
で
の
原
油
生
産
と
精
製
能
力
増
加
に
よ

っ

て
、
メ
ジ
ャ
ー
間
の
協
調
、
国
際
カ
ル
テ
ル
維
持
と

い
う
意
義
が
薄
れ
て
き
た
―
な
ど
が
解
体
―
再
編
成

の
主
な
理
由
だ

っ
た
。

ス
タ
ン
バ
ッ
ク
は
ソ
コ
ニ
ｌ

ｏ
モ
ー
ビ
ル
と
ス
タ

ン
ダ
ー
ド

・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
が
折
半
出
資
し
て

い
る
企
業
体
だ

っ
た
が
、
資
産
、
事
業
を
両
社
で
ほ

ぼ
等
分
に
分
割
し
再
編
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ

の
結
果
、
ソ
コ
ニ
ー

・
モ
ー
ビ
ル
は
モ
ー
ビ
ル

・
ペ

ト

ロ
リ
ア
ム
社
、　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
は
エ
ッ
ソ

・

イ
ー
ス
タ
ン
社
を
そ
れ
ぞ
れ
新
設
す
る
。

親
会
社
の
解
体
に
よ
リ
ス
タ
ン
バ
ッ
ク
日
本
支
社

も
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
支
社
の
資
産
、

事
業
分
割
に
つ
い
て
は
、　
エ
ッ
ソ
と
モ
ー
ビ
ル
間
で

分
割
比
率
が
再
三
話
し
合
わ
れ
た
。
当
初
は
モ
ー
ビ

ル
側
に
不
利
な
分
割
案
で
あ

っ
た
が
、
七
〇
年
に
及

ぶ
日
本
で
の
伝
統
と
ユ
ー
ザ
ー
の
信
頼
感
を
大
切
に

す
る
モ
ー
ビ
ル
側
の
主
張
が
通
り
等
分
分
割
と
な

っ

た
。こ

う
し
て
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
十

一
日
、
東
京
。

大
手
町
の
東
京

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
オ
フ
ィ
ス
を
本
社

と
し
て
日
本
法
人

「
モ
ー
ビ
ル
石
油
株
式
会
社
」
が

誕
生
し
た
。
新
会
社
の
資
本
金
は
四
〇
億
六
千
六
百

七
万
円
で
あ

っ
た
。
営
業
本
社
は
横
浜
駅
西
日
、
相

鉄
ビ
ル
に
置
い
た
。
代
理
店
数
四
二
〇
、
給
油
所
数

八
六
五
店
を
ス
タ
ン
バ
ッ
ク
日
本
支
社
か
ら
引
き
継

い
だ
。
そ
し
て
モ
ー
ビ
ル
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ

き

″
ペ
ガ
サ
ス
″
マ
ー
ク
も
引
き
続
き
モ
ー
ビ
ル
が

掲
げ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

エ
ッ
ソ
は
昨
日
ま
で
同

一

企
業
体
翼
下
の

「友
」
で
あ

っ
た
が
、
今
日
か
ら
は

ラ
イ
バ
ル
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
藤
村
石
油
は
新
し
く
誕
生
し
た
モ
ー
ビ

ル
石
油
株
式
会
社
と
代
理
店
契
約
を
継
続
す
る
こ
と

と
な

っ
た
。
翌
年
に
は
現
本
社
所
在
地
に
輸
ペ
ガ
サ

ス
松
山
発
売
所
本
町
給
油
所
を
設
置
、
今
日
の
営
業

拠
点
の
礎
を
築
く
こ
と
に
な

っ
た
。

▲スタンダードヴァキューム社からの感謝状

く
本
町
六
丁
目
に
明
ペ
ガ
サ
ス
松
山
発
売
所
・本
町
給
油
所
を
設
置
（
昭
和
三
十
七
年
）
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社会の動き ④
1966(日 召禾口41)

1967( ′′ 42)

1968( ′′ 43)

1970 ( ′′ 45)

1971 ( ′′ 46)

1973(′′ 48)

1974 ( ′′ 49)

1975(′′ 50)

1976 ( ′′ 51)

1977 ( ′′ 52)

1978 ( r 53)

1980 ( ′′ 55)

11月  全日空機、松山沖に墜落
この年、いざなぎ景気始まる

8月  国道33号線完工
6月  松山空港ターミナルビル完成
7月  四国電力原発建設地に伊方町決定
3月  国道56号線、法華津 トンネル、大
寄 トンネル開通

9月  石鎚スカイライン完成
この年、 4世帯に 1台のマイカー時代ヘ

4月  国道197号線、夜昼 トンネル開通
予讃線に特急登場

4月  松山空港にジェット機初就航
7月  田中内閣発足
2月  諸物価いっせい値上げ開始、石油
製品400円が450円 に

8月  全日空ボーイング727型機が松山
空港に乗り入れ

10月  第 4次中東戦争起こる
11月  ガソリンスタンドの日・祭日体業
石油危機で本四橋起工延期

12月  政府、石油緊急事態告示
この年、第 1次オイルショック

1月 石油危機による電力規制、松山市
内のネオン消える 灯油、 LPガス価格
監視員初出動

6月  松山空港、特定空港に指定
この年、オイルショックの余波続 く

1月 藤村石油、モービル石油から代理
店契約80年で表彰される

この年、県内の企業倒産、史上最高

2月  伊方原発送電開始
この年、円高不況で県内の倒産史上最悪

12月  松山一鹿児島間空路開設
この年、不況定着

3月  初の石油地下備蓄へ菊間太陽石油
で実証プラント起工

11月  中曽根内閣発足
9月  大韓航空機事件起こる
5月  松山市の人口42万人を突破
1月  藤村石油、モービル石油との代理
店契約90年で表彰される

3月  松山テレトピア構想本格化、ニュ
ーメディア時代ヘ

1982

1983

1984

1985
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藤
村
石
油
株
式
会
社
設
立

昭
和
三
十
五
年
、
伊
予
市
湊
町
に
従
来
の
藤
村
石

油
店
か
ら
、
法
人
組
織
の
藤
村
石
油
株
式
会
社
が
設

立
さ
れ
た
。
資
本
金
二
百
五
十
万
円
、
代
表
取
締
役

に
は
栄

一
が
就
任
し
た
。
近
代
的
企
業
経
営
を
目
指

し
て
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
以
後
藤
村
石
油

の
快
進
撃
が
開
始
さ
れ
る
。

前
後
す
る
が
、
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
、
岩
谷
産

業
株
式
会
社
と
の
契
約
で
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
の
代

理
業
も
す
で
に
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
て
い
た
。

嘉
吉
の
守
り
の
経
営
理
念
、
長
十
郎
の
進
取
の
精

神
と
厳
格
な
経
営
哲
学
、
父

・
長
雄
の
学
究
的
資
質

を
合
わ
せ
持

っ
た
栄

一
社
長
の
リ
ー
ド
で
、
藤
村
石

油
は
着
実
な
歩
み
を
続
け
る
の
で
あ
る
。

▲完成した伊予の貯蔵タンク(昭和34年 )

ゝ
爾
ヽ
♂

褥陽
隋
石
油
物
語

(2)

日
本
に
外
国
の
石
油
が
輸
入
さ
れ
た
最
初
の
記

録
は
、
長
崎
出
島
の
寛
文
八
年

（
一
六
六
八
）
の

も
の
で
あ
る
。
鎖
国
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、
オ
ラ

ン
ダ
商
館
だ
け
が
輸
入
の
窓

口
だ

っ
た
ぅ

明
治
に
な

っ
て
明
確
に
輸
入
量
、
仕
入
地
な

ど
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
明
治

二

十

一
年

（
一
八
八
八
）
に
ロ
シ
ア
の
灯
油
が
輸
入

さ
れ
る
ま
で
日
本
市
場
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
傘
下

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
オ
イ
ル
の
製
品
を
主
体
に
し

た
完
全
な
ア
メ
リ
カ
灯
油
の
独
壇
場
だ

つ
た
。

日
本
で
初
め
て
石
油
が
採
掘
さ
れ
た
の
は
明
治

二
年
ご
ろ
の
こ
と
。
新
潟

（当
時
は
越
後
）
に
お

い
て
手
掘
法
で

一
日
七
～
九
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
も
出

油
し
た
と
い
う
わ
が
国
初

の
石
油
会
社
は
石
坂

周
造
氏
に
よ
る
長
野
石
炭
油
会
社
。
明
治
四
年

に
設
立
さ
れ
て
い
る
。

真
紅
の
馬
印

「
ベ
ガ
サ
ス
」
が
、
わ
が
国
市
場

に
登
場
し
た
の
は
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）
暮

れ
の
こ
と
。
ソ
コ
ニ
ー
横
浜
支
店
の
滝
本
金
太
郎

ガ
ソ
リ
ン
販
売
課
長
と
Ｌ

・
Ｆ

・
ジ
ョ
ル
ダ
の
合

作
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
名
。
世
界
中
の
ソ
コ
ニ
ー
社

員
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
決
定
し
た
。

最
初
は

″
天
馬
″
の
簡
単
な
線
描
を
商
標
に
使

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
赤
馬
に
し
た
の
は
滝
本
で

あ
り
、
や
が
て
ソ
コ
ニ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

し
て
世
界
中
の
石
油
市
場
を
駆
け
め
ぐ
る
こ
と
に

な

っ
た
。
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祖
々
父

・
嘉
吉
以
来
の
口
伝
「土
地
を
持
つ
べ
し
」

を
基
本
に
、
若
き
栄

一
社
長
は
着
々
と
土
地
買
収
を

行
い
、
営
業
所
を
開
設
し
て
い
っ
た
。
後
の
本
社
と

な
る
松
山
市
本
町
の
土
地
買
収
に
関
し
て
こ
ん
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

一
番
町
に
榊
ペ
ガ
サ
ス
松
山
発
売
所
を
置
い
た
栄

一
社
長
は
、
城
北
に
も
営
業
所
を
、
と
考
え
た
。
営

業
所
の
距
離
は
ニ
キ
ロ
が
理
想
で
あ
る
。
そ
こ
で
本

町
六
丁
目
に
目
を
つ
け
た
。
当
時
、
ま
だ
現
在
の
中

央
通
り
は
開
通
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
絶
好
の
角
地

で
あ

っ
た
た
め
土
地
入
手
を
め
ぐ

っ
て
ラ
イ
バ
ル
は

多
か
っ
た
。
土
地
の
持
ち
主
は
誰
が
来
よ
う
と
も
首

を
タ
テ
に
は
振
ら
な
か

っ
た
。

そ
こ
へ
三
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
栄

一
社
長
が
乗
り
込

ん
で
い
っ
た
。
持
ち
主
は
驚
い
た
。
彼
の
若
さ
に
加

え
、
紹
介
者
も
な
い
買
い
手
が
来
る
の
は
初
め
て
だ

っ
た
。

「
こ
こ
で
す
ぐ
返
事
が
で
き
ま
す
か
」。
と
法
外
な
値

段
を

つ
け
て
き
た
。
即
答
す
れ
ば
売
る
と
い
う
。

か
な
り
の
値
段
で
は
あ

っ
た
が
栄

一
社
長
は
決
断

し
た
。
帰

っ
て
父

。
長
雄
に
し
か
ら
れ
た
と
い
う
。

が
、
後
に
、
そ
の
土
地
の
隣
人
が

「あ
ぶ
ら
や
が

建
つ
の
な
ら
危
く
て
隣
に
は
住
め
ん
。
う
ち
の
土
地

も
買

っ
て
く
れ
」。
と
申
し
出
て
来
た
。
そ
こ
は
祖
父

ゆ
ず
り
の
駆
け
引
き
の
う
ま
さ
。
先
に
買
収
し
た
土

地
が
高
か
っ
た
分
、
安
く
譲
り
受
け
た
と
い
う
。
こ

れ
に
よ

っ
て
本
社
の
土
地
の
格
好
は
、
か
な
り
良
く

な

っ
た
。

栄

一
社
長
は
、
土
地
購
入
の
際
、
未
知
の
要
素
の

五
十

一
パ
ー
セ
ン
ト
の
可
能
性
に
か
け
る
。
百
パ
ー

セ
ン
ト
決
定
し
た
後
で
は
遅

い
と
い
う
。

天
山
給
油
所
の
設
置
。
の
ち
に
バ
イ
パ
ス
が
走
る

こ
と
に
な
る
保
免
営
業
所
。
開
設
時
、
周
囲
に
民
家

が
全
く
な
か

っ
た
吾
川
給
油
所
。
交
通
の
要
衝
で
あ

る
こ
と
が
第

一
条
件
の
Ｓ
。
Ｓ
に
と

っ
て
、
こ
こ
に
も

ま
た
栄

一
社
長
の
驚
く
べ
き
商
才
と
先
見
の
明
が
う

か
が
わ
れ
る
。

松
山
市
に
本
社
移
転

昭
和
三
十
八
年
七
月
、
輸

ペ
ガ
サ
ス
松
山
発
売
所

を
吸
収
し
、
同
時
に
本
社
を
伊
予
市
か
ら
松
山
市

一

番
町
に
移
し
た
。
こ
れ
に
伴

っ
て
従
来
の
本
社
を
伊

予
支
店
と
し
、　
一
番
町
、
本
町
を
そ
れ
ぞ
れ
営
業
所

と
し
た
。
資
本
金
は
二
百
五
十
万
円
か
ら
七
百
万
円

に
増
資
す

る
。

松
山

へ
の
本
社
移
転
は
長
年
の
念
願
で
あ

っ
た
。

藤
村
石
油
の
今
後
の
飛
躍
的
発
展
の
た
め
に
も
、
県

都
で
あ
る
松
山
市

へ
の
移
転
は
不
可
決
の
も
の
で
あ

っ
た
。

当
時
の
日
本
は
池
田
内
閣
が
所
得
倍
増
計
画
を
う
た

い
、
高
度
成
長
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
経
済
は
め
ざ
ま

し
い
伸
び
を
み
せ
て
い
た
。

石
油
業
界
も
例
外
で
は
な
く
、
需
要
の
伸
び
は
今

ま
で
に
な
い
高
率
を
示
し
た
。
県
内
で
も

「東
予
」

が
新
産
業
都
市
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
、
瀬
戸

内
海
時
代
到
来
と
も

い
わ
れ
た
。
こ
れ
と
共
に
県
産

業
界
も
よ
り

一
層
活
性
化
の
途
を
た
ど

つ
た
。

同
年
十
二
月
に
は
松
山
―
東
京
間
に
全
日
空
航
空

路
が
開
通
、
航
空
機
燃
料
も
需
要
を
増
し
て
く
る
。

昭
和
三
十
九
年
十
月
、
か
ね
て
か
ら
増
改
築
中
で

""菫

電

▲一番町給油所 (昭和39年 )
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あ

っ
た
本
町
営
業
所
社
屋
完
成
に
伴
い
、
本
社
を
再

び

一
番
町
か
ら
現
在
の
本
町

へ
移
転
し
た
。

こ
の
本
社

。
本
町
営
業
所
は
、
三
津
浜
街
道

（中

央
通
り
）
と
国
道

一
九
六
号
線
が
交
差
す
る
地
点
に

位
置
し
、
市
の
商
業
圏
に
も
近
い
交
通
の
要
衝
で
あ

る
。
城
北
方
面
の
中
心
地
点
で
も
あ
る
。

こ
の
年
、
県
内
の
動
脈
で
あ
る
国
道

一
一
号
線
が

完
工
。
こ
れ
に
よ
り
県
の
自
動
車
保
有
数
は
急
激
な

伸
び
を
示
し
、
そ
れ
と
共
に
藤
村
石
油
も
Ｓ
Ｓ
企
業

と
し
て
躍
進
を
続
け
て
い
く
。

藤
村
栄

一
社
長
は
伊
予
商
工
会
議
所
の
副
会
頭
に

も
就
任
し
、
地
域
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
ｃ

こ
の
時
期
、
全
国
で
の
給
油
所
在
籍
数
は

一
万
か

所
を
突
破
し
て
い
た
。
や
が
て
急
激
な
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
発
達
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
、
国
民
所
得
の

伸
び
、
と
時
代
の
流
れ
と
共
に
藤
村
石
油
は
年
商
数

十
億
円
の
県
内
有
力
企
業

へ
と

一
大
発
展
を
と
げ
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。

代
理
店
７０
年
で
表
彰

昭
和
四
十
年
、
松
山
市
で
は

「暮
ら
し
か
ら
宇
宙

ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
松
山
博
が
開
催
さ
れ
た
。
輝
け

る
愛
媛
県
の
躍
進
の
姿
と
日
本
産
業
界
の
粋
、
宇
宙

科
学
の
現
状
を
浮
き
ぼ
り
に
し
た
同
博
覧
会
は
、
大

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
開
じ
た
。

こ
の
年
、
藤
村
石
油
で
は
再
び
モ
ー
ビ

ル
石
油
会
社
か
ら
英
文
の
盾
が
送
ら
れ
て

き
た
。
代
理
店
契
約
七
十
周
年
を
表
彰
す

る
も
の
で
あ
る
。
嘉
吉
の
表
彰
に
次
ぐ
慶

事
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
嘉
吉
・長
十
郎
が

築

い
た
ラ
ン
プ
時
代
、
藤
村
石
油

の
第

一

次
黄
金
時
代
を
受
け
て
、
第
二
次
黄
金
時

代
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。

七
〇
年
代
は
四
世
帯
に

一
台
が
マ
イ
カ

ー
を
保
有
し
、
県
内
の
主
な
道
路
網
は
ほ

と
ん
ど
が
整
備
さ
れ
る
。

藤
村
石
油
で
は
、
こ
れ
よ
り

一
年
に

一

店
を
日
標
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

・
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
増
設
を
図

っ
て
い
く
。
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一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
す
で

に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
突
入
し
て
い
た
。

自
動
車
の
実
用
化
が
進
み
、
フ
オ
ー
ド
が
大
量
生

産
方
式
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
。
日
本
に
初
め

て
自
動
車
が
輸
入
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
七
年

（

一
九
〇
四
）
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
を
迎
え
た
ア
メ
リ

カ
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の
需
要
増
大
に
つ
れ
、
自
動

車
販
売
店
、
修
理
工
場
な
ど
に
貯
蔵
容
器
を
置

い
て
ガ
ソ
リ
ン
を
販
売
し
て
い
た
。
給
油
ス
タ

イ
ル
が
抜
本
的
に
改
善
さ
れ
た
の
は
、　
一
九

一
〇

年
ご
ろ
ボ
ス
ト
ン
で
手
動
ビ
ス
ト
ン
式
ポ
ン
プ
が

考
案
さ
れ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
地
下
タ
ン
ク
の
設
置
が
可
能
と
な

り
、　
一
九

一
六
年
ま
で
に
米
国
の

一
万
八
五
〇
〇

の
自
動
車
修
理
工
場

（
ガ
レ
ー
ジ
）
に
給
油
設

備
が
で
き
た
。
し
か
し
、
ガ
レ
ー
ジ
で
の
給
油

は
割
高
に
な
る
、
と
の
客
の
不
満
な
ど
も
あ
り
、

ガ
ソ
リ
ン
販
売
業
者
は
自
ら
の
手
で
給
油
場
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
給
油
場
は
街
頭
ガ
ソ
リ
ン

・
ポ
ン
プ
式
と

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
二
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
り
、
後
者
が
今
日
の
サ
ー
ビ
ス

・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

（給
油
所
）
の
原
型
で
あ
る
。

日
本
で
は
大
正
八
年

（
一
九

一
九
）
に
ポ
ン
プ

だ
け
の
給
油
場
が
東
京
駅
前
な
ど
数
か
所
に
建
て

ら
れ
た
。
本
格
的
な
サ
ー
ビ
ス

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
ソ
コ
ニ
ー
日
本
支
店
に
よ

っ
て
昭
和
三
年
に
東

京

・
大
森
の
京
浜
国
道
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
の
が

第

一
号
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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全
日
空
機
松
山
沖
墜
落
事
故
の

思
い
出

い
●
・

プ
昭
和
四
十

一
年

一
一
月
十
三
日
、
秋
雨

ま
じ
り
の
日
曜
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
午

後
八
時
三
十
分
、
藤
村
石
油
空
港
事
務
所

で
は
ま
だ
残
業
が
続
い
て
い
た
。
到
着
予

定
の
大
阪
―
松
曲
線
五
三
二
便
Ｙ
Ｓ
Ｈ
オ

リ
ン
ピ
ア
号
が
天
候
不
良
の
た
め
二
時
間

も
遅
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
姿
を

表
わ
し
た
同
機
は
滑
走
路
中
央
部
に

一
度

着
陸
し
た
が
、
左
に
施
回
し
た
あ
と
、
そ

の
ま
ま

‐
機
首
を
北
西

‐‘こ
向
け
再

‐び離
陸
、

海
面
に
突

っ
込
ん
だ
。
乗
員
乗
客
五
十
人

は
全
員
絶
望
。
松
山
空
港
始
ま

っ
て
以
来

の
大
惨
事
で
あ

っ
た
。

取
材
、
捜
索
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
全
日
空

の
特
別
機
が
昼
夜
を
問
わ
ず
松
山
空
港
に

舞
い
降
り
た
。
藤
村
石
油
は
こ
の
給
油
に

三
日
三
晩
を
費
し
た
。
本
社
か
ら
も
応
援

隊
が
駆
け
つ
け
た
。
食
事
を
と
る
暇
な
ど

勿
論
な
か
っ
た
。
空
港
ビ
ル
が
ま
だ
完
成

し
て
い
な
い
当
時
の
約

一
ヶ
月
間
、
藤
村

聰
誤

/

く
墜
落
し
た
全
■
空
機
　
（写
真
提
供
／
愛
媛
新
聞
社
）

，
県
警
本
部
長
い
●
０
威”一硼
状

ふ

1

蒙

|

‐‐‐導::|::|::``::`:
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昭
和
三
十
五
年
の
わ
が
国
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
保
有

台
数
は
三
百
万
台
を
切
っ
て
い
た
。
五
年
後
の
昭
和

四
十
年
は
ど
う
か
？
二
倍
以
上
の
急
増
ぶ
り
で
あ

っ

た
。
そ
の
年
、
保
有
台
数
は
実
に
七
百
万
台
を
記
録

し
て
い
る
。
当
然
、
ガ
ソ
リ
ン
市
場
も
拡
大
し
た
。

貨
物
輸
送
量
、
鉱
工
業
生
産
量
の
伸
び
、
人
口
の

都
市
集
中
化
に
伴
い
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
も
上
昇
し
て

い
っ
た
。
ま
た
、
道
路
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
も
こ
う

し
た
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
拍
車
を
か
け

た
。ガ

ソ
リ
ン
販
売
競
争
が
激
化
し
て
い
っ
た
の
は
、

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
。
販
売
業
者
数
、
給
油
所
が

著
る
し
く
増
加
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
さ
ら

に
給
油
所
の
サ
ー
ビ
ス
、
技
術
、
知
識
向
上
に
各
業

者
が
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
、
社
員
教
育
、
厚
生
事

業
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

同
時
に
高
性
能
ガ
ソ
リ
ン
、
高
級
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
が
続
々
登
場
し
た
。

「
モ
ー
ビ
ロ
イ
ル
・
ス
ー
パ
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Q

一一石油のQ&A===  桑

日本の石油消費量は ?                 :二 :

年間約 2億 50万 キロリットルといわれています。これは | =ぇ

日あたり約70万 キ回リットル。 1人 あたりの年間消費量は1811
リットルの灯油缶約 |15缶分。世界ではアメリカ、ソ連に次い 二I

で第 3位の消費量です。                 1■

1次エネルギー、 2次エネルギーとは?        |:‐ ■‐
自然から生まれたエネルギー源となる石油(原油)および天 II

然ガス、石炭、水力、原子力などが 1次エネルギー。それを ま
=

加工転換することによって得られる電力や都市ガス、コーク
=:ス、練炭を2次エネルギーと呼んでいます。        =:

国内で生産される原油の量は?             II
ピーク時で90万 キロリットルですから、自給率はわずか02二 :

%と いえます。                    II

輸入原油の供給源は?                 :i‐ ‐

サウジアラビア、アラブ首長国連邦など中東地域諸国が7011
%以上を占めています。国別にはサウジアラビア、アラブ首

=■
長国連邦、インドネシア、イラン、中立地帯、中国の順。0三l
PEC諸国からの輸入は約81%と なっています。    ・

=1
0PECと は?                       :=:I
OPEC(石油輸出国機構)は 自国の石油の権益を守るため II
に結成された産油国の集まりです。1963年設立。13カ 国加盟。■.

自由世界の33%の石油生産を占めます。          II

国際石油会社(メ ジャー)と は?             II
国際的に石油の探鉱から開発、生産、輸送、精製、販売ま

=I
で一貫して行っている「国際大手石油会社」のことです。エク ■1

ソン、モービル、テキサコ、ソーカル、ガルフのアメリカ系
=■

5社 と、BP、 シェルを加えた 7社 (セブンスターズ)、 さら
-1::~::::

にCFP(フ ランス石油)を加えた 8社 (8大メジャーズ)を意 ■l
味していますが、最近のOPECの 台頭で再編の波が強まっ II
ています。                   fI

石油(原油)はあとどのくらい?              
‐

=:石油があとどのくらいあるかという目安として、可採年数 LI

Q

A

Q

A

Q

A

A

Q

A

A

Q

A

Q

―
」
（四
十
二
年
）
、

「新
モ
ー
ビ
ル
ガ
ス

・
ス
ペ
シ

ャ
ル
」
（四
十
二
年
）
、
「
モ
ー
ビ
ル
Ｈ
ｉ
（
ハ
イ
）
」
（

四
十
四
年
）
な
ど
画
期
的
な
新
製
品
が
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
到
来
と
と
も
に
登
場
し
た
。

藤
村
石
油
に
お
い
て
も
、
時
代
の
要
求
に
応
え
て

次
々
と
サ
ー
ビ
ス

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
増
設
し
て
ゆ

く
。
昭
和
四
十
二
年
四
月
に
は
、
伊
予
市
下
吾
川
馬

塚
に
吾
川
給
油
所
を
新
設
、
六
月
に
は
、
松
山
市
に

石
井
給
油
所
を
、
さ
ら
に
四
十
四
年
に
は
松
山
市
中

央

一
丁
目
に
衣
山
営
業
所
を
新
設
し
て
、
松
山
地
区

に
お
け
る
石
油
製
品
及
び
プ

ロ
バ
ン
ガ
ス
の
配
送
拠

点
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
後
、
保
免
営
業
所

（四
十
八
年
）
、
北
藤
原
営
業

所

（五
十
八
年
）
も
新
設
さ
れ
、
着
々
と
サ
ー
ビ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
増
加
さ
せ
て
い
く
ｃ

(R/P)が使われています。これは、ある年の原油確認埋蔵
量を、その年の生産量で割った数値で、 1984年初では可採年

数は約35年 。しかし未発見の埋蔵量も多く、石油開発技術の

向上により、その伸びも予想されます。

Q 石油代替エネルギーとは ?              Fl
A 石炭、原子力、天然ガスなどを中心とした石油以外の 1次 ■1
エネルギーは石油危機以降伸びを見せています。将来的には、

太陽熱、地熱、核融合などの実用化も考えられています。
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▲伊予市湊町の伊予藤村石油閉伊予給油所 (昭和45年頃 )

伊
予
藤
村
石
油
株
式
会
社
と

天
山
橋
石
油
株
式
会
社
の
設
立

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
、

従
来
の
伊
予
支
店
を
分
離

し
、
伊
予
藤
村
石
油
株
式

会
社
を
設
立
す
る
。
資
本

金
二
百
万
円
、
代
表
取
締

役
に
は
栄

一
の
母

。
藤
村

房
子
が
就
任
し
た
。
傘
下

の
給
油
所
は
、
伊
予
給
油

所
と
吾
川
給
油
所
で
あ
る
。

昭
和
四
十
六
年
十
月
に

は
、
石
井
営
業
所
を
松
山

市
天
山
町
に
移
転
新
設
す

る
と
共
に
、
天
山
橋
石
油

株
式
会
社
と
し
て
分
離
独

立
さ
せ
る
。資
本
金
百
万
円
、

代
表
取
締
役
梶
野
熊
好
。

こ
れ
ら
、
分
離
独
立
の

理
由
と
し
て
は
、
地
域
に

密
着
し
た
消
費
者
の
利
便

を
考
慮
す
る
と
共
に
、
有

能
な
人
材
登
用
を
も
目
的

と
し
て
い
る
。

独
立
採
算
制
の
責
任
を

ゆ
だ
ね
ら
れ
た
経
営
は
、

そ
こ
で
働
く
人
々
の
意
欲

を
向
上
さ
せ
、
そ
れ
が
発

展
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
従
業
員
数
は
七
十
名

を
越
え
た
。
藤
村
石
油
で
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

社
員
の
定
着
と
、
明
日
の
活
力
の
源
泉
と
な
る
福
利

厚
生
面
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
四
十

三
年
、
松
山
市
吉
藤
町
に
従
業
員
共
同
住
宅
を
新
築
。

建
物
面
積
二
四
七

・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
戸
数
五
戸

で
、
同
年
六
月
か
ら
入
居
が
始
ま

っ
た
。
ま
た
昭
和

四
十
四
年
、
伊
予
市
下
吾
川
に
従
来
持

っ
て
い
た
木

造
従
業
員
住
宅
を
共
同
住
宅
に
新
築
、
入
居
さ
せ
、

一
層
の
充
実
を
計

っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
、
藤
村
石
油
は
空
港
営
業
所
を
移

転
新
築
し
た
。

こ
れ
は
、
松
山
空
港
の
拡
張
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

の
建
設
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十

年
代
に
入
る
と
、
国
内
の
空
路
は
次
々
と
開
設
さ
れ

た
。
東
京
―
大
阪
間
で
は
連
続
百

一
便
満
席
を
記
録

し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

毎
年
の
よ
う
に
旅
客
数
は
増
大
し
、
記
録
は
次
々

と
更
新
さ
れ
る
。
農
協
と
い
う
名
の
巨
大
な
組
織
が

世
界
を
股
に
か
け
て
旅
行
団
体
を
送
り
初
め
だ
し
た
。

飛
行
機
は
も
は
や

「雲
の
上
」
の
乗
り
物
で
は
な
く

な

っ
た
。
所
得
水
準
の
向
上
、
海
外
旅
行
ブ
ー
ム
が
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|

＞
天
山
給
油
所

（天
山
橋
石
油
欄
）
起
工
式
で
く
わ
入
れ
を
す
る
社
長

|‐

▼天山給油所落成
(昭和46年 12月 )

国
内
の
航
空
旅
客
に
も
影

響
し
、
い
わ
ゆ
る

″
音
速

景
気
″
を
も
た
ら
し
た
。

当
初
、
航
空
燃
料
の
給

油
方
法
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
燃

料
は
松
前
町
か
ら
、
航
空

ガ
ソ
リ
ン
は
三
津
浜
か
ら

ド
ラ
ム
缶
の
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
で
あ

っ
た
が
、
新
築
に

よ

っ
て
空
港
営
業
所

エ
リ
ア
内
に
タ
ン
ク
が
新
設
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
松
山
空
港
に
就
航
し
て
い

る
全
日
空
、
東
亜
国
内
航
空
合
わ
せ
て
約
十

一
便

ヘ

の
対
応
が
、
よ
り
効
率
的
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
四

十
八
年
に
は
百
八
十
キ

ロ
タ
ン
ク

一
基
が
増
設
さ
れ

た
。
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＞
旧
事
務
所
か
ら
タ
ン
ク
を
移
転

▲新築落成した空港営業所

く
落
成
祝
賀
会
に
て
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▲防災訓練に参加 (昭和45年 )

雉
に
当

鰈塚
隋a

(4) il
YA
II

=tEE

中
東
石
油
利
権
に
対
す
る
関
心
は
、
す
で
に

十
九
世
紀
末

に
高
ま

っ
て
い
た
。
特
に
イ
ギ
リ

ス
と
ド
イ
ツ
の
石
油
と
鉄
道
利
権
に
対
す
る
競
争

は
激
し
い
も
の
だ

っ
た
。
し
か
し
、
世
界
の
列
強

が
石
油
を
重
要
な
戦
略
物
資
と
し
て
認
識
し
た
の

は
、
第

一
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九

一
四
年
に
起
こ
っ
た
同
大
戦
は
、
戦
線
で

の
自
動
車
群
が
発
揮
し
た
機
動
性
に
よ

っ
て
、
液

体
燃
料
―
ガ
ソ
リ
ン
＝
の
重
要
性
を
際
立
た
せ
た
。

一
九
〇
三
年
の
ラ
イ
ト
兄
弟
の
初
飛
行
に
使
わ

れ
た
の
は
モ
ー
ビ
ル
オ
イ
ル
で
あ
る
。
以
来
、
ヴ
ア

キ
ュ
ー
ム
は
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
に
関
し
て

常
に
第

一
人
者
だ

っ
た
。

一
九
二
七
年
の
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
Ａ

・
リ
ン
ド
バ

ー
グ
に
よ

っ
て
最
初
の
大
西
洋
横
断
単
独
飛
行
に

も
、
モ
ー
ビ
ル

″
Ｂ
″
Ｓ
Ａ
Ｅ
６０
が
使
用
さ
れ
た
。

一
九
三

一
年
八
月
、
リ
ン
ド
バ
ー
グ
準
将
は
ア
ン

夫
人
を
同
乗
さ
せ
、
大
平
洋
横
断
航
空
路
開
拓
に

関
す
る
調
査
の
た
め
、
根
室
に
飛
来
し
た
。
次
い

で
霞
ヶ
浦
に
飛
来
。
全
コ
ー
ス
の
給
油
は
ソ
コ
ニ
ー

が
担
当
し
た
。
霞
ヶ
浦
に
着
水
し
た
リ
ン
ド
バ
ー

グ
を
迎
え
た
唯

一
の
民
間
人
来
賓
は
ソ
コ
ニ
ー
日

本
総
支
配
人
グ
ル
ー
プ
だ

つ
た
。
当
然
、
リ
ン
ド

バ
ー
グ
夫
妻
は
ソ
コ
ニ
ー
日
本
支
社
を
表
敬
訪
間
。

ソ
コ
ニ
ー
が
提
供
し
た
燃
料
と
潤
滑
油
に
十
分
な

満
足
の
意
を
表
し
て
日
本
を
離
れ
た
と
い
う
。

55

勒墓麟

馳
厄

′ ‐́
:

●
ダ
，争Ю
餃
黎
瞑
´

::イ多孝馘彗‐讐

鷲

´
′́ち
‘多
超覆
．

を一一一秒
ズ́
”
祐
綺
・・・・^

欝
“ 牽

笏躙蛯

:｀■Ⅲ

須

4・讐
イ '・■́機

多
鐘
新
・ ‐′．．義

乙

鬱

鬱
瘍 をヽ,亀二 ・

　

″
・

■
ト

襲
一撃
斃
確

イ 眩

碁暉
艤

ヨ
ヨ
鶴

移爾

"

躙
“

琲
■
==′
奪
=.

いず
多.彎

鰈【星|二島&

戦
略
物
資
と
し
て
の
石
油

リ
ン
ド
バ
ー
グ
の
快
挙



く
本
町
営
業
所
改
装
神
事
（
昭
和
四
十
六
年
二
月
）

▼閉鎖時の一番町スタッフ

昭
和
四
十
八
年
二
月
、
地
域
開
発
に
協

力
し
て
、　
一
番
町
給
油
所
を
開
鎖
。
あ
と

地
に
は
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
が
建
つ
。
帥

ペ
ガ
サ
ス
松
山
発
売
所
以
来

二
十
年
の
歴

史
に
別
れ
を
惜
ん
だ
。

▲閉鎖直前の一番町給油所

(昭和48年 2月 )
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▲落成式 (同 |1月 )

▼落成を祝って

▲保免営業所地鎮祭 (昭和48年 7月 )
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四
十
年
代
の
思
い
出

▲野球チーム結成(昭和41年 伊予五色浜グラウンド)

▼石油ス トーブ展示会にて(昭和44年秋 松山女学院 )

ヽ

・‐t
崚
菫
軍
４

じ え ―ズ 醤

イ人ま
゛ 桜́

58

▲レクレーション(秋吉台 )

院
を

珀
イ
野 ■

撼

膊炒飩li軋

涎

‐,11               ・ ,‐

=‐

i‐ ‐.  ・ _・
‐

狩  鷲「
=纂
  壼甕

′        ● 3      ● 1

:翻:

絋

炒

髪
″
妻

己

砒
Ｔ
・・・・

「

準
ビ
霧
奎
　́

・踵
一Ｌ

Ｔ
袢
一

曜
．́．．磯
劉
壕

「

　

■
■

陸
・́
一一羅
嫁
一多

琲

ず
稔
，電 藤

籍蜜
慶

奢

埒

繹″
彎鰺藝

吻

一嫁
一一質
■

Ｉ

）

襲

饂
虔

レ
●
●
●
　
・
一

饉
酵
一多
‘
ｒ

一
一

一鰹
釘
´

一

圏
■
懇

炒
傷
．〓ゴ
申

転
″ヒ睫
曇鰺
職鷲

饒

E撃

′′類

“

〆

オ

甕聖

‐ ●‐ ●
…

．
　

　

　

■
一

舅

霞
「
一一Ｌ

餡

ｒ

Ｆ

環

・・一夕
一一一′一一一一

路

彫
移霊″髪一．■藝

・・ｔ

・一・・・・・・・笙

楼1洟躙
多 ‐鸞

藤

憑警一識
鼈
‘

・|｀ ■ヽ|

″奪
メ写豪

｀

参
‐ 場″

F籟
′
恣

■

`:な

‐
lJ

彩 ´

轟鑑

珍

一̈́一活
一・農

鷲
鬱
一

了
鯰

‥可

撃
一雉
一一一

晰骰
.:4`1争 |

蠍



‘
　

顔́
嗜
′
Ｆ
」
「

●

ヽ・ヽ ,‐

■
織
=饉
|

▲南紀白浜温泉観光記念 (昭和45年 5月 )

▼記念行事で唄う社長
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▲社員と家族の集い(昭和48年 5月 )
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プ
ロ
パ
ン
・ガ
ス
の
こ
と

プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
事
業
部
門
は
、
藤
村
石
油
の
も

う

一
つ
の
顔
で
あ
る
。
岩
谷
産
業
株
式
会
社
と
代
理

店
契
約
を
交
わ
し
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
を
開
始
し

た
の
は
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
。
翌
三
十
三
年
に
は

愛
媛
県
か
ら
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
及
び
充
填
所
設

置
の
許
可
を
受
け
た
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

（プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
）
は
今
か
ら
二
十
年

程
前
、
昭
和
二
十
八
年
頃
か
ら
家
庭
に
普
及
し
始
め

昭
和
三
十
年
代
に
は
急
成
長
を
遂
げ
た
。

そ
の
裏
に
は
マ
キ
や
炭
に
比
べ
て
の
手
軽
さ
、
火

力
の
強
さ
、
安
全
性
の
高
さ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
考
え
よ
う
に
よ

っ
て
は

「あ
ぶ
ら
」

と
は
敵
対
関
係
に
あ
る
。

当
初
栄

一
社
長
は
こ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
取
り
扱
い
に
関

し
て
は
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
。

し
か
し
台
所
革
命
と
も
い
う
べ
き
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
普

及
率
と
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
注
目
す
る
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
は
直
接
家
庭
の
台
所
に
入

っ
て
行

け
る
。　
一
体
他
の
業
種
で
こ
う
ま
で
堂
々
と
家
庭
に

進
入
で
き
る
業
者
が
あ
ろ
う
か
。

燃
料
販
売
が

「や

っ
て
く
る
」
客
を
待
つ
受
け
身

の
そ
れ
な
ら
ば
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は

「出
か
け
て
い
く
」

積
極
的
販
売
で
あ
る
。
し
か
も
顧
客
は
安
定
し
て
い

る
。　
一
度
取
ヶ
引
き
が
始
ま
る
と
よ
ほ
ど
の
事
が
な

い
限
り
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。　
一
ヶ
月
に

一
度
の
検

針
、
ポ
ン
ベ
入
れ
替
え
な
ど
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
深
ま
る
。
保
安
の
責
任
管
理
は
販
売
店
ま

か
せ
な
の
で
客
の
信
頼
度
は
大
き
い
。

以
上
の
利
点
に
目
を
つ
け
た
栄

一
社
長
は
、
こ
う

し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
販
売
、
そ
れ
に
伴
う
ガ
ス
器
具
、

風
呂
釜
、
そ
し
て
リ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
設
置

へ
と
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
代
理
店
の
道
を
地
味
で
は
あ
る
が
確
実
に
進

ん
で
い
っ
た
。

そ
の
売
り
上
げ
は
藤
村
石
油
全
体
か
ら
は

一
割
に

も
満
た
な
い
が
、
利
益
率
は
極
め
て
高
く
、
当
社
の

ネ
ー
ム
バ
リ

ュ
ー
を
広
げ
る
の
に

一
役
か

っ
て
い
る
。

前
後
す
る
が
、
昭
和
三
十
二
年
、
伊
予
市
で
、
ま

だ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
あ
ま
り
普
及
さ
れ
て
い
な
い
当
時
は

自
転
車
の
荷
台
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を

一
台
く
く
り
つ
け

て
は
家
庭
訪
問
し
た
と
い
う
。
こ
の
気
魂
こ
そ
、
全

史
を
通
じ
て
藤
村
石
油
に
流
れ
る
商
売
ス
ピ
リ
ッ
ト

な
の
で
あ
る
。

現
在
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
普
及
率
は
約
七
〇
％
。
従
来
の
厨

房
給
湯
用
は
勿
論
の
こ
と
、
暖
房
、
冷
房

へ
と
新
し

い
分
野
へ
の
進
出
も
見
逃
せ
な
い
。

さ
ら
に
、
安
定
し
た
顧
客
ル
ー
ト
を
生
か
し
た
、

消
費
者

ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
商
品
販
売
、
台
所
の
増
改

築
な
ど
Ｌ
Ｐ
部
門
も
着
実
な
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
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石
油
危
機
起
こ
る

日
本
国
内
の
石
油
需
要
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
に

は

一
億
キロ
リ
の
大
台
を
突
破
、
四
年
後
の
四
十
六
年

度
に
は
早
く
も
二
億
キロ
＝
台
に
乗
せ
る
急
増
ぶ
り
を

見
せ
て
い
た
。　
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
石
油
の

供
給
比
率
は
四
十
六
年
度
で
七
三

・
五
％
に
も
増
大

し
て
い
た
。

石
油
依
存
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
は
海
外
の
事
情
に
左
右
さ
れ
る
モ
ロ
さ
を

さ
ら
け
出
し
て
い
く
。
こ
の
間
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

（石
油

輸
出
国
機
構
）
は
価
格
戦
略
を
練
り
つ
つ
あ

っ
た
。

一
九
七
三
年

（昭
和
四
十
八
）、
十
月
六
日
、
第
四

次
中
東
戦
争
が
勃
発
。
こ
れ
を
機
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸
国

と
ア
ラ
ブ
産
油
国
は
、
価
格
値
上
げ

・
減
産
体
制
に

入

っ
た
。
産
油
国
が
原
油
の
価
格
と
生
産
の
決
定
権

を
握
り
、
未
曽
有
の
石
油
危
機
を
も
た
ら
し
た
。

わ
が
国
で
は
、　
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
よ
り
給
油
所

の
日
曜

。
祝
日
体
業
、　
マ
イ
カ
ー
規
制
な
ど
政
府
指

導
の
対
策
が
構
じ
ら
れ
た
。
狂
乱
物
価
で
激
し
い
イ

ン
フ
レ
が
進
行
中
に
実
施
さ
れ
た
原
油
価
格
値
上
げ

は
、
国
民
生
活
、
石
油
業
界
に
大
打
撃
で
あ

っ
た
。

こ
の
時
期
、
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
石
油
危

機
の
数
ヵ
月
間

（昭
和
四
十
八
年

下
―
九
月
）、
モ
ー

ビ
ル

・
オ
イ
ル
が
月
平
均
供
給
量
の
約
九
〇
％
を
確

保
し
、
公
平
に
供
給
し
た
こ
と
。
こ
の
た
め
、
業
界

の
不
況
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
も
、
モ
ー
ビ
ル
は
ま

ず
ま
ず
の
業
績
を
あ
げ
て
い
た
。

そ
の
理
由
の

一
つ
に
は
、
藤
村
石
油
を
は
じ
め
と

す
る
有
力
代
理
店
な
ど
の
強
力
な
販
売
網
の
存
在
が

挙
げ
ら
れ
る
。

昭
和
四
十
八
年
―
四
十
九
年
に
か
け
て
の
第

一
次

石
油
危
機
の
際
、
藤
村
石
油
社
長

・
栄

一
は
祖
父

。

長
十
郎
の
教
え
を
思
い
出
し
て
い
た
。
「石
油
で
も
う

け
ら
れ
る
の
は
十
年
に
一
度
し
か
な
い
。
あ
と
の
九
年

は
苦
し
い
こ
と
の
連
続
で
あ
ろ
う
。
こ
の
苦
し
さ
を

普
通
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
て
さ
え
い
れ
ば
、
多

少
の
こ
と
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
」
と
い
う
教
え
を
―
。

こ
の
教
え
を
胸
に
栄

一
は
第

一
次
、
第
二
次
と
続

く
石
油
危
機
時
代
の
陣
頭
指
揮
に
立

っ
た
。
し
た
が

っ
て

「さ
ほ
ど
苦
し
い
と
も
思
わ
ず
」
石
油
危
機
を

乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
九
年

（昭
和
五
十
四
年
）

一
月
に
起
き
た

イ
ラ
ン
革
命
、
翌
年
の
イ
ラ
ン

・
イ
ラ
ク
紛
争
に
よ

っ
て
両
国
原
油
量
の
実
質
的
減
量
を
招

い
た
。
再
び

わ
が
国
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
こ
う
む

っ
た
。

わ
が
国
で
は
石
油
需
要
の
減
少
、
乱
売
合
戦
な
ど

を
招
き
、
石
油
産
業
界
全
体
の
構
造
改
善
が
叫
ば
れ

は
じ
め
る
。

▲中東油田
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代
理
店
８０
年
で
表
彰

昭
和
五
十
年
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
余
波
は
県
内

の
企
業
に
も
黒
く
影
を
落
と
し
て
い
た
。
企
業
倒
産

は
史
上
最
高
を
示
し
、
不
況
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い

た
。
が
、
藤
村
石
油
で
は
新
年
か
ら
慶
事
の
幕
開
け

と
な

っ
た
。

そ
れ
は
、
昭
和
四
十
年
の
販
売
代
理
店
契
約
七
十

年
に
続
き
、
再
び
八
十
年
で
モ
ー
ビ
ル
石
油
株
式
会

社
か
ら
表
彰
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
モ
ー
ビ
ル
製

品
の
販
売
を
通
じ
て
顧
客
に
奉
仕
し
、
地
域
社
会
の

繁
栄
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
藤
村
石
油
の
活
躍

に
敬
意
を
表
わ
さ
れ
た
名
誉
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
こ
の
年
、
岩
谷
産
業
プ

ロ
パ
ン
二
十
周
年
式

典
も
盛
大
に
取
り
行
わ
れ
た
。
七
月
に
は
、
伊
予
藤

村
石
油
備
の
資
本
金
を

一
千
万
円
に
増
資
、
さ
ら
に

九
月
、
藤
村
石
油
的
の
資
本
金
を
三
千
万
円
と
す
る
。

翌
五
十
　
年
、
本
社
事
務
所
及
び
本
町
営
業
所
の

大
増
改
築
に
着
手
す
る
。
本
社
に
は
、
新
た
に
台
所

用
生
活
用
品
を
扱
う

「
リ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
」
も
設

置
さ
れ
、
新
し
い
消
費
者

ニ
ー
ズ
ヘ
の
対
応
も
計

っ

た
。オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
波
も
、
安
定
し
た
顧
客
を
持

ち
、
着
実
な
経
営
を
続
け
る
藤
村
石
油
に
と

っ
て
、

そ
れ
ほ
ど
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
な
か

っ
た
。

く
表
彰
を
受
け
る
社
長
（
昭
和
五
十
年

一
月
）
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▲本社新装開店セール (昭和51年 8月 )
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く本社社員と共に

▲新設されたリビングショップ(昭和51年 8月 )
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代
理
店
９０
年
で
表
彰

昭
和
六
十
年
、
当
社
は
創
業
百
十
五
年
を
迎
え
た
。

思
え
ば
、
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）、
日
本
の
近
代
国

家
の
夜
明
け
に
、
伊
予
国
郡
中
の
地
で
ラ
ン
プ
用
灯

油
と
し
て
菜
種
油
商
を
創
業
し
て
以
来
、
幾
多
の
試

練
を
乗
り
越
え
、　
エ
ネ
ル
ギ
ー

一
筋
に
歩
み
続
け
て

き
た
。
当
社
は
、
堅
実
な
歴
史
の
積
み
重
ね
と
、
時

代

へ
の
柔
軟
な
対
応
、
誠
意
を
尽
く
し
た
サ
ー
ビ
ス

姿
勢
で
今
日
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
業
績
は
モ
ー
ビ
ル
石
油
会
社
か
ら
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。
現
社
長
は
、
昭
和
四
十
五
年
以

来
、
四
国
モ
ー
ビ
ル
会
副
会
長
及
び
愛
媛
モ
ー
ビ
ル

石
油
協
同
組
合
理
事
長
の
要
職
に
あ
り
、
ま
た
、
愛

城
県
石
油
商
業
協
同
組
合
理
事
に
も
就
任
。
今
や
県

石
油
業
界
に
あ

っ
て
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
。
昭

和
五
十
七
年
、
モ
ー
ビ
ル
石
油
社
長
フ
ァ
ニ
エ
ル
・

ア
ダ
ム
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
が
自
ら
当
社
を
表
敬
訪
間

さ
れ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
昭
和
六
十
年
、
四
度
日
の
記
念
盾
が
モ
ー

ビ
ル
社
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
。
一
世
紀
に
わ
た
る
モ
ー
ビ

ル
石
油
会
社
と
藤
村
石
油
株
式
会
社
の
歴
史
と
信
頼
関

係
を
再
認
識
し
、
さ
ら
に
輝
か
し
い
歴
史
創
造

へ
向

け
て
の
新
た
な
出
発
点
で
も
あ
る
。

第

一
次
、
第
二
次
の
石
油
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
な

か
、
石
油
産
業
は
確
実
に
新
し
い
時
代
に
入

っ
た
。

低
成
長
経
済
下
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
そ
し
て
石

油
過
剰
時
代
、
石
油
産
業
界
の
構
造
改
善
、
元
売
り

の
集
約

。
再
編
―
な
ど

一
九
八
〇
年
代
の
業
界
は
大

き
く
揺
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た

″時
代
の
波
″
に
立
ち
向
か
い
藤
村
石

油
は
愛
媛
に
お
い
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
企
業
に
成
長

し
た
。
こ
れ
は
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
経
営

理
念
に
よ

っ
て
確
固
た
る
社
内
体
制
を
有
し
て
い
る

か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

第
四
代
目
社
長
に
次
ぎ
第
五
代
目
と
な
る
べ
き
長
男

の
泰
雄
も
、
昭
和
五
十
四
年
に
同
志
社
大
学
を
卒
業
。

修
業
の
た
め
、
大
阪
の
モ
ー
ビ
ル
系
大
手
特
約
店
に

入
社
後
、
五
十
六
年
に
は
藤
村
石
油
に
入
社
し

″帝

工
学
″
を
身
に
つ
け
る
た
め
奮
闘
し
て
い
る
。

タ
ー
ボ
車
な
ど
高
性
能
乗
用
車
の
普
及
と
無
鉛

ハ

イ
オ
ク
な
ど
高
燃
費

ハ
イ
オ
ク

・
ガ
ソ
リ
ン
時
代
は

す
で
に
幕
を
開
け
て
い
る
。
草
だ
け
で
は
な

い
、
各

種
輸
送
機
関
、
大
衆
レ
ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
、
ま
だ
ま
だ
石
油
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
石
油
元
売
り
企
業
の
再
編
成
、
集
約
化

が
進
み
、
小
売
り
市
場
で
の
過
当
競
争
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
の
動
き
は
あ
る
。
し
か
し
、
石
油
が

「

生
活
必
需
品
」
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
追
わ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
、
並
曰遍
的
で
不
可
欠
の
商

品
と
し
て
の
地
位
を
石
油
は
築
い
て
き
た
。
そ
の
た

め
に
過
去
、
わ
れ
わ
れ
石
油
人
は
常
に
努
力
を
し
て

64

新
し
い
時
代
への
躍
進

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
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躍
進

へ
の
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
表
彰
式
（昭
和
五
十
二
年

二
月
）
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き
た
。
藤
村
石
油
の
企
業
史
ひ
と
つ
を
と

っ
て
も
そ

れ
は
明
白
で
あ
る
。

百
二
十
年
～
二
十
一世
紀
に
向
け
て
も
藤
村
石
油
は

大
い
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
堅
実
な
努
力
が
一層
必
要
で

あ
ろ
う
。

ュ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
務
と
地

▲当社を訪れたモービル石油前社長ファニエル・アダムス・ジュニア氏

左からモービル四国支店長 藤村栄一 モービル社長 藤村泰雄

▲モービル石油前社長ファニエル・アダムス・ジュニア氏と

のゴルフ (昭和57年 8月 /松山ゴルフ C川 内コース)

石油関係の陳情、左は矢野俊比古参議院議員、中央は>
野村尚道県石油協同組合理事長、右は藤村社長
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域
社
会

へ
の
貢
献
に
よ

っ
て
、
信
頼
さ
れ
る
企
業
づ

く
り
が
基
本
姿
勢
。
そ
れ
に
は
企
業
と
し
て
の
資
質

向
上
が
大
切
で
あ
り
、
オ
イ
ル
・
マ
ン
ら
し
い
企
業

体
質
の
醸
成
に
努
め
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、
情
報
化
社
会
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
、　
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
時
代
を
見
通
し
た
知
識

集
約
型
企
業
を
目
ざ
さ
ね
ば
、
急
速
度
に
進
む
情
報

社
会
に
立
ち
遅
れ
る
。
特
に
石
油
業
界
は
国
際
的
政

治
経
済
情
勢
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。
社
会
変
化
、

国
際
的
衝
撃
に
対
応
し
得
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
の
収

集
、
研
究
を
怠
ら
ず
、
未
来
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
―
そ
う
い
う
企
業
づ
く
り
を
全
社

一
九
と
な

っ
て
進
め
よ
う
で
は
な
い
か
。

く
モ
ー
ビ
ル
石
油
の
創
立
九
十
周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

現
モ
ー
ビ
ル
石
油
杉
原
泰
馬
社
長
と
（
昭
和
五
十
八

年
五
月
二
十
七
日
）

饂鞣緻彰聰‡勿

▲モービル石油販売代理店契約90年記念盾
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▲躍進コンクールロ標の伝達

▲声をそろえて、バンザイ三唱

▲
社
長
あ
い
さ
つ

|■FI=だ 珈饉耀警
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綺■‐|13-■ 喩
“

,

く
九
十
周
年
記
念
躍
進

コ
ン
ク
ー
ル
決
起
大
会

さよく'届 :薦 ど纂 |二 嘴0幸

搬進磯ングー′♭ 夫起大会

猿ゴ害
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ま甦石油ヒ
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▲創業 |15年 を記念して伊予市民の森に植樹

く「ゆうかんえひめ」昭和60年 7月 15日 付の
｀
しにせ繁盛記、

で藤村石油が紹介された

落ヽ
にソ 甕議距壺□

石
油
販
売
を
始
め
た
の
は
明

治
二
十
八
年
だ
が
、
そ
れ
よ
り

さ
か
の
ぼ

っ
た
同
三
年
、
油
は

油
て
も
菜
種
油
の
搾
油
業
で
家

業
が
興

っ
た
。
現
社
長
、
栄

一

さ
ん
の
曽
祖
父
て
、
大
洲
藩
の

民
兵
だ

っ
た
嘉
吉
さ
ん
が
、
や

が
て
ラ
ン
プ
の
時
代
が
来
る
こ

と
を
予
想
し
、
現
在
の
伊
予
市

都
中
で
始
め
た
。
石
ウ
ス
に
薬

種
を
入
れ
て
馬
で
引
か
せ
る
作

業
だ

っ
た
。

同
二
十
六
年
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油

（モ
ー

ビ
ル
石
油
の
前
身
）
が
日
本
に

進
出
し
て
く
る
と
．
そ
の
神
戸

事
務
所
′
、

二
代
日
長
十
郎
さ

ん
が
石
油
を
仕
入
れ
、
小
売
り

を
開
始
．
こ
の
時
、
長
十
郎
さ

ん
は

「将
来
、
世
の
中
が
必
ず

石
油
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な

る
」
と
、
確
信
し
て
い
た
そ
う

「
戦
争
に
負
け
た
の
だ
か
ら
．

今
か
ら
は
若
い
者
が
責
任
を
も

っ
て
や
れ
」
と
、
祖
ズ
と
父
の

激
励
を
受
け
た
。
「あ
り
が
た
い

こ
と
に
、
以
前
の
メ
ー
カ
ー
．

顧
客
、
銀
行
な
ど
が
大
事
に
し

て
く
れ
ま
し
て
」と
栄

一
さ
ん
．

二
十
八
年
に
は
都
中
か
ら
松

山
へ
進
出
し
、
一
番
町
三
丁
日
、

今
の
全
日
空
ホ
テ
ル
の
所
で
、

ペ
ガ
サ
ス
松
山
発
売
所
を
開

店
．
二
十
二
年
、
個
人
経
営
か

ら
株
式
会
社
に
多
行
し
、
三
十

八
年
、
本
社
を
松
山
に
置
い
た
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に

も
乗
り
、
次
々
と
給
油
所
を
増

や
し
、
現
在
は
市
内
に
六
営
業

所
、
伊
予
市
に
別
会
社
■
つ
を

持
つ
．
こ
の
間
．
松
山
空
港
の

航
空
機
燃
料
の
給
油
．
プ

ロ
パ

ン
ガ
ス
の
販
売
も
手
が
け
、
現

在
に
至

っ
て
い
る
．

藤村栄一さん (58)経営

だ
．
″
先
見
の
明
′
が
あ

っ
た
。

後
を
継
い
だ
長
雄
さ
ん
が
学

者
飢
て
、
都
中
町
の
収
入
役
な

ど
を
務
め
た
が
、
商
売
へ
の
熱

意
は
今

一
つ
．
太
平
洋
戦
争
中

は
石
油
が
続
制
品
と
な
り
、
Ｅ

を
体
業
し
た
時
期
も
あ

っ
た
．

ま
た
購
入
し
た
田
畑
も
晨
地
解

放
で
手
放
し
た
．

そ
ん
な
な
か
て
、
昭
和
二
十

四
年
、
栄

一
さ
ん
が
営
業
を
再

開
し
た
。
二
十
二
歳
だ

っ
た
。

油
売

り

で
あ

り
、

油
虫

の
よ
う

な
も

の

。
し

か

し

．
油
と

汗

に

ま

み

れ
て

も

コ
ツ

コ
ツ
と

働
き

ま
す

。

世

の
中

の
た
め

に

な

っ

て

い

る

仕
事

だ
と

い
う

自

信
を

ヨ

ン
ク

の
時
し

か

り
で

「
日
本

に
な

い
資

源
だ

け

に
安

定
供

給

が

最

も

大
切

で

す

」
と

断
言
す

こ
れ
か

ら

の

ス
タ

ン
ド
経
営

に

つ
い
て
は

一
情
報

提
供
も

必

要

一
と

説
く

．
道

路

の
混
雑
ぶ

り

．
近
く

の
名

所
旧
跡

．
駐
車

場

の
有
無

な
ど

を

客

に
知
ら
せ

た
り
す

る
。
そ

し
て

女
性
が

化

粧
で
き

る
き

れ

い

な
ト
イ

レ
も

備
え

た
い

と

い
う
．
九

十

周
年

記
念
と

し
て

今

夏
、

女
性
専

用

ト
イ

レ
も

完
備
し

た

モ
ダ

ン
な

営

業
所

が

伊
予
市

に

オ
ー
プ

ン

▽

創

業

―

明

治

二
十

八

年

＾
一
八
九

二
）

▽
形
態

―
株
式

会

社

▽
資

本
金

―
三
千
万

円

▽

従
業
員

―

四
十
人

▽
業
種

１
０

油
．
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
販
売

業

″石
油
の
時
代
″を
確
信

次

々
に
給
油
所
オ
ー
プ

ン
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出

倉
田
　
皆
様
方
に
は
、
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
、
藤
村
石
油
の
創
立

一
一
五
周
年
並

び
に
モ
ー
ビ
ル
石
油
の
代
理
店
と
し
て

九
〇
年
の
慶
事
を
祝
し
て
の
座
談
会
に

ご
臨
席
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
ご
臨
席
の
方
々
に
藤
村
石
油

や
藤
村
社
長
と
の
出
会
い
な
ど
か
ら
、

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
ま
ず
、
藤
村
社
長
か
ら
創
業
期

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
よ
う
。

藤
村
　
明
治
三
年
に
菜
種
油
商
を
開
業

し
た
私
の
曽
祖
父

・
藤
村
嘉
吉
が
石
油

販
売
を
始
め
ま
し
た
。
実
際
の
仕
事
は

私
の
祖
父
で
あ
る
長
十
郎
が
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
祖
父
は
非
常

に
進
取
の
精
神
に
富
ん
で
お
り
、
モ
ー

ビ
ル
さ
ん
の
前
身
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油

（ソ
コ
ニ
ー
）
の

神
戸
営
業
所
に
い
っ
て
販
売
代
理
業
を

依
頼
し
た
よ
う
で
す
。

神
野
　
ソ
コ
ニ
ー
が
日
本
で
営
業
を
開

始
し
た
の
が
明
治
二
六
年
。
記
録
に
よ

る
と
、
当
時
は
引
取
者

・
間
屋

。
仲
買

。
各
販
売
業
者
と
い
う
中
継
販
売
の
組

織
で
し
た
が
、
明
治
四
〇
年
頃
に
代
理

店
制
度
に
よ
る
直
接
販
売
方
式
を
採
用

し
た
よ
う
で
す
。

四
国
で
は
藤
村
さ
ん
の
と
こ
ろ
が
最

初
の
よ
う
で
す
。
当
時
は
ラ
ン
プ
用
の

灯
油

の
販
売
が
主
で
、
代
理
店
契
約
は

限
ら
れ
た
お
店
と
し
か
結
ば
な
か

っ
た

よ
う
で
す
。

新
野
　
藤
村
石
油
さ
ん
と
の
お
付
き
合

い
は
、
藤
村
君
の
お
父
さ
ん
の
長
雄
氏

に
私
の
姉
が
嫁
ぎ
ま
し
て
、
そ
れ
以
来

で
す
。

長
十
郎
さ
ん
と
は
大
変
親
し
く
さ
せ

て
項
き
ま
し
た
。
意
志
が
固
く
、
商
才

が
あ

っ
て
信
仰
心
の
強
い
人
で
し
た
。

商
才
と
信
念
が
か
み
合

っ
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
ラ
ン
プ
の
灯
油
か
ら
石
油
業

へ

と
繁
栄
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

藤
村
君
の
お
父
さ
ん
は
、
あ
ま
り
油

屋
業
に
は
熱
心
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
藤
村
君
は
学
校
卒
業
後
、
家
業
の

商
売
は
戦
争
中
統
制
の
た
め
体
業
し
て

い
た
の
で
、
私
は
お
父
さ
ん
に
彼
を
県

庁

へ
入
れ
な
さ
い
、
と
言
い
ま
し
た
。

で
も
藤
村
君
の
気
持
は
父
祖
伝
来
の
事

■
出
席
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新
野
進

一
郎
　
明
治
四
十
三
年
二
月
二

日
生
ま
れ

・
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
卒

業

・
伊
予
鉄
道
い
代
表
取
締
役
会
長

・
松

山
空
港
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
帥
社
長

・
松
山
商

工
会
議
所
会
頭

・
愛
媛
県
商
工
会
議
所
連

合
会
会
頭

尾
越
　
徹
三
　
大
正
九
年
二
月
二
十
三

日
生
ま
れ

・
神
戸
大
学
経
済
学
部
卒
業

・

東
石
憫
社
長

・
瀬
戸
内
運
輸
嶼
社
長

・
今

治
商
工
会
議
所
常
議
員

神
野
　
尚
文
　
昭
和
十
六
年
二
月
十
九

日
生
ま
れ

・
室
蘭
工
業
大
学
鉱
山
工
学
科

卒
業

・
モ
ー
ビ
ル
石
油
憫
代
理
店
販
売
部

倉
田
　
二
郎

（司
会
）
昭
和
十

一
年
十

月
二
十

一
日
生
ま
れ

・
神
戸
大
学
大
学
院

経
営
学
科
研
究
課
博
士
課
程
終
了

。
松
山

商
科
大
学
経
営
学
部
教
授

・
愛
媛
県
最
低

賃
金
審
議
会
委
員
（
公
益
委
員
）
。
松
山
地

方
裁
判
所
調
停
委
員

藤
村
　
栄

一　
大
正
十
五
年
九
月
二
十

五
日
生
ま
れ

・
鹿
児
島
大
学
農
芸
化
学
科

卒
業

・
藤
村
石
油
憫
社
長

・
伊
予
商
工
会

議
所
副
会
頭

長
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倉
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二
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業
を
興
し
た
い
、
と
思

っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
藤
村

の
後
継
ぎ
で
す
か
ら
。

最
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
昭

和
二
四
年
に
藤
村
君
が
事
業
を
再
興
す

る
と
き
、
長
十
郎
さ
ん
も
健
在
で
し
た

が
、
東
京

の
モ
ー
ビ
ル
石
油

の
偉

い
人

が
長
十
郎
さ
ん
を
覚
え
て
い
て

『そ
れ

な
ら
ば
』
と
い
う
こ
と
で
石
油
販
売
が

出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
藤
村
君
は
長
十
郎
さ
ん
の
性
格

の
良

い
と
こ
ろ
も
悪

い
と
こ
ろ
も
大
体

受
け
継

い
で
お
り
ま
す
。

藤
村
　
私
の
父

。
長
雄
は
私
が
子
供
の

頃
は
、　
郡
中

の
助
役

を
や

っ
て
お
り

ま
し
た
。
当
時
は
、
昔
か
ら
田
地
を
多

く
持

っ
て
い
た
の
で
年
貢
米
が
入

っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
方
の
仕
事
を
父
が
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
商
売
専
業
で
は

な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
、
他
に
事

業
家
が
町
に
は
少
な

い
の
で
油
屋
が
多

額
の
納
税
者
に
な

っ
て
、
そ
の
関
係
で

収
入
役
を
や
れ
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今

の
収
入
役

の
仕
事
と
異
な
り
、
名
誉
職

だ

っ
た
ん
で
す
ね
。

油
屋
と
い
う
の
は
、
明
治
初
期
か
ら

始
め
た
菜
種
油
商
か
ら
石
油
商
と
い
う

こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
は

『油
屋
』
と
し

て
知

っ
て
頂

い
た
よ
う
で
す
。

い
つ
か

白
石
知
事
に
お
会

い
し
た
と
き
、
知
事

さ
ん
も

『子
供
の
こ
ろ
油
を
再
三
お
宅

へ
買
い
に
行
か
さ
れ
た
。
藤
村
よ
り
油

屋
と
い
う
方
が
わ
か
り
や
す
い
』
と
い

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
油
屋
の
息

子
と
い
う
こ
と
で
、
各
方
面
に
信
用
を

得
て
助
け
て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
先
祖

に
恵
ま
れ
た
男
だ
と
思
い
ま
す
。

尾
越
　
私
ど
も
も
今
治
で
モ
ー
ビ
ル
の

石
油
を
扱

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
職

は
石
炭
屋
で
し
た
。

朝
鮮
動
乱
後
の
不
景
気
で
、
各
地
で

石
油
店
が
倒
産
し
ま
し
た
。
今
の
松
山

全
日
空
ホ
テ
ル
の
あ
る
裁
判
所
前
の
角

地
に
ス
タ
ン
ド
が
あ
り
、
か
な
り
の
老

舗
で
し
た
が
傾
い
て
し
ま
い
、
藤
村
君

と
私
に
元
売
り
か
ら
協
力
方
の
要
請
が

あ
り
、

『株
式
会
社
ペ
ガ
サ
ス
松
山
発

売
所
』
と
い
う
会
社
を
設
立
し
、
経
営

を
始
め
た
わ
け
で
す
。

こ
の
と
き
が
藤
村
君
と
の
始
め
て
の

出
会
い
で
、
昭
和
二
九
年
二
月
の
こ
と

で
し
た
。
社
長
が
藤
村
君
で
あ
り
、
そ

の
と
き
始
め
て
新
野
会
長
に
お
会
い
し

ま
し
た
。
以
来
長
い
お
つ
き
会
い
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

石
油
の
未
来
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

倉
田
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の
石

油
の

一
般
的
な
情
勢
に
か
ら
め
て
、
石

油
事
業

の
在
り
方
な
ど
を
お
話
願

い
た

い
の
で
す
が
…
。
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神
野
　
原
油
か
ら
取
れ
る
製
品
の
中
で
、

将
来
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
、
そ

う
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ

ン
、
軽
油
は
着
実
に
伸
び
る
が
重
油
は

こ
れ
か
ら
も
落
ち
て
ゆ
く
見
込
で
す
。

藤
村
社
長
の
と
こ
ろ
で
扱

っ
て
お
ら
れ

る
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
な
ど
は
年
間
二
～
三

％
ぐ
ら
い
伸
び
る
で
し
ょ
う
ね
。

物
を
動
か
す
動
力
源
と
し
て
の
石
油
、

つ
ま
り
交
通
手
段
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
は
、
将
来
に
わ
た

っ
て
も
安
定
的

需
要
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
需
要
予
測
の
も
と
に
未
来
に
向
か

っ
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
販
売
を
伸
ば

し
、
安
定
し
た
利
益
を
上
げ
る
か
が
石

油
販
売
業
の
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。

尾
越
　
松
山
と
今
治
で
は
立
地
条
件
に

よ

っ
て
事
情
が
異
な
り
ま
す
が
、
松
山

の
ガ
ソ
リ
ン
需
要
は
今
後
も
伸
び
る
と

思
い
ま
す
。
藤
村
石
油
は

『道
路
事
情

な
ど
の
立
地
条
件
』
『企
業
と
し
て
の
キ

ャ
リ
ア
』
『経
営
者
の
力
量
』
な
ど
か
ら

評
価
し
て
も
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

新
野
　
石
油
事
業
は
堅
い
事
業
だ
と
思

い
ま
す
。
四
国
電
力
が
原
子
力
を
推
進

し
て
油
を
減
ら
し
て
い
る
と
は
い
え
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
燃
料
と

し
て
石
油
に
代
わ
る
も
の
は
な
い
で
し

私
の
方
に
代
理
店
業
務
を
や

っ
て
い

る
系
列
会
社
が
あ
り
ま
す
が
、　
一
般
的

に
メ
ｌ
ヵ
ｌ
と
代
理
店
の
関
係
は
大
変

厳
し
い
状
況
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

藤
村
石
油
の
場
合
は
多
少
の
利
益
も
上

が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
し
、
石
油
業
界

は
正
常
な
流
れ
に
な

っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

藤
村
　
現
在
四
国
の
中
で
は
愛
媛
、
そ

の
中
で
も
松
山
が
最
も
将
来
性
を
見
込

ま
れ
て
い
る
石
油
市
場
の
よ
う
で
す
。

モ
ー
ビ
ル
石
油
を
は
じ
め
、
ど
こ
の
石

油
会
社
も
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

で
も
、
私
の
考
え
方
で
は

一
度
に
過
大

な
投
資
を
し
て
は
後
が
大
変
で
、
慎
重

に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
ス
タ
ン
ド
六
店
は
全
部
自
前

で
建
て
た
も
の
で
、
漸
次
建
設
し
た
も

の
で
す
。
そ
れ
と
、
私
の
会
社
で
は
、

『卸
』
は
あ
ま
り
積
極
的
に
せ
ず
、
『小

売
直
売
』
を
重
視
し
た
考
え
方
で
今
日

ま
で
き
て
い
ま
す
。
モ
ー
ビ
ル
石
油
さ

ん
か
ら
言
え
ば
、
も

っ
と
卸
も
小
売
も

ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お

話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り

一
気
に

や
る
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
。

自
分
の
力
に
応
じ
た
や
り
方
を

一
歩

一
歩
積
重
ね
て
い
く
た
め
に
テ
ン
ポ
も

遅
い
の
で
す
。
今
ま
で
我
が
社
が
永
く

継
続
し
て
い
け
た
理
由
の

一
つ
は
、
そ

こ
に
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

神
野
　
藤
村
社
長
が
お

っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
自
社
の
体
力
の
限
界
も
知
ら
ず
投

資
を
続
け
る
の
は
危
険
で
す
。
石
油
と

い
う
の
は
コ
ス
ト
の
高

い
も
の
で
す
し
、

小
売

マ
ー
ジ
ン
も
当
面
多
く
を
期
待
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
過
剰
投
資
に
は
気
を

つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

倉
田
　
石
油
製
品
の
輸
入

ｏ
自
由
化
に

つ
い
て
は
モ
ー
ビ
ル
石
油
と
し
て
は
ど

う
お
考
え
で
す
か
。

神
野
　
ガ
ソ
リ
ン
輸
入
は
今
大
き
な
論

議
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま

で
私
見
で
す
が
、
製
品
自
由
化
と
い
う

大
き
な
潮
流
に
は
逆
ら
え
な

い
と
思
い

ま
す
。
輸
入
が
具
体
化
す
る
時
代
が
近

い
う
ち
に
来
る
で
し
よ
う
。
し
か
し
、

輸
入
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し

て
も
、
計
画
的
で
秩
序
あ
る
形
と
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
混
乱
は
起
こ
ら
な
い
と
予
想
さ
れ
ま

メ
ー
カ
ー
と
代
理
店
の

意

思

疎

通

倉
田
　
子
供
が
親
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
、
代
理
店
、
販
売
店
も
親

を
選
ぶ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
。

親
で
あ
る
メ
ｌ
ヵ
ｌ
が
し

っ
か
り
し
て

い
な
い
と
、
子
の
代
理
店

・
販
売
店
の

存
在
も
危
う

い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

子
か
ら
親

へ
、
親
か
ら
子

へ
、
そ
れ
ぞ

れ
要
請
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど

う
ぞ
。

尾
越
　
モ
ー
ビ
ル
石
油

の
代
理
店
政
策

は
、
も

っ
と
積
極
的
に
や

っ
て
お
く
べ

き
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
メ
ー
カ
ー

と
代
理
店
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
根
本

的
な
考
え
方
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
相
当
あ

っ

た
よ
う
で
す
。

よ

つ

72

▲新野進―郎氏

す

ｃ



以
前
は
品
質
に
お
い
て
は
モ
ー
ビ
ル

石
油
が

一
番
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
各
メ
ー
カ
ー
と
も
変
わ

り
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
と
な
る
と
、

あ
と
は
価
格
で
し
ょ
う
。
小
売
店
の
問

題
も
あ
り
、
現
在
で
は
元
売
、
代
理
店

が
力
を
合
わ
せ
な
い
と
解
決
で
き
ま
せ

ん
。
事
業
と
し
て
は
堅

い
こ
と
は
堅

い

の
で
す
が
、
ス
ー
パ
ー
で
も
二
〇
％
の

荒
利
が
あ
る
の
に
石
油
は
僅
か

一
〇
％

で
は
、
ま
か
な

い
切
れ
ま
せ
ん
。
足
り

な

い
分
は
タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
油
外
商
品

の
販
売
で
そ
ろ
ば
ん
を
あ
わ
せ
ろ
、
と

い
い
ま
す
け
ど
油
屋
が
燃
料
で
食
え
な

い
と
い
う

の
は
、
や
は
り
お
か
し
い
で

す
よ
。

神
野
　
四
国
に
お
け
る
モ
ー
ビ
ル
石
油

の
販
売
基
盤
は
必
ず
し
も
確
固
た
る
も

く
藤
村
栄

一
社
長

の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
特
に
愛
媛
は
強

く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
と
し
て
は
、
藤
村
石
油
を
始

め
四
国
の
代
理
店
が
、
よ
り
積
極
的
に

体
質
改
善
を
し
て
、
よ
そ
よ
り
も
早
く

強
い
体
力
を
つ
け
て
は
し
い
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
日
本
全
国
で
モ
ー
ビ
ル
石

油
は
八
％
の
ガ
ソ
リ
ン
シ
ェ
ア
を
持

っ

て
い
ま
す
が
、
愛
媛
は
六
％
台
と
い
う

低
い
レ
ベ
ル
に
甘
ん
じ
て
い
ま
す
。
私

ど
も
の
体
質
が
弱
く
て
は
、
代
理
店

ヘ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
不
充
分
で
す
か
ら
、

今
以
上
に
私
ど
も
自
身
の
体
質
強
化
を

図
り
支
援
体
制
を
取
れ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
村
　
モ
ー
ビ
ル
石
油
さ
ん
は
、
全
て

に
お
い
て
合
理
化
を
徹
底
す
る
会
社
で

す
。
企
業
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
大
変
立
派
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
社
員
が
少
な

い
、
借
金
が
な
い
と

い
う
よ
う
に
徹
底
し
て
合
理
化
す
る
と
、

ど
こ
か
に
し
わ
寄
せ
が
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
代
理
店
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

行
き
届
か
な
く
な
り
ま
す
。
で
き
れ
ば

我
々
の
と
こ
ろ
の
社
員
教
育
、
能
力
開

発
、
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
ま
で
支
障
の
な

い
よ
う
な
援
助
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

神
野
　
確
か
に
代
理
店
さ
ん
に
小
売
販

売
の
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
は
我
々
の

重
要
な
役
目
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
ご

意
見
を
よ
く
聞
い
て
良

い
方
向

へ
持

っ

て
い
き
、
代
理
店
さ
ん
が
効
率
的
な
経

営
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

倉
田
　
販
売
店
と
し
て
は
、
メ
ー
カ
ー

に
そ
う

い
う
再
教
育
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

藤
村
　
我

々
は
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
あ
る

一
定
の
量
を
売
ら
な

い
と

今
後
や

っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

の
必
要
最
小
限
の
大
き
さ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。
非
効
率
的

な
ス
タ
ン
ド
は
、
よ
り
大
き
く
建
て
替

え
る
と
か
、
努
力
を
し
な
け
れ
ば
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。

尾
越
　
モ
ー
ビ
ル
石
油

の
代
理
店
自
体

は
他
の
ど
の
元
売
販
売
店
に
も
負
け
な

い
く
ら
い
内
容
が
し

っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
そ
う
ゆ
う
点
で
も
、
も
う
少
し
代

理
店

・
販
売
店
に
信
用
を
与
え
て
物
を

売
ら
せ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
ね
え
。

小
売
店
の
現
況
を
な
ん
と
か
す
る
こ

と
と
、
代
理
店
の
再
編
成
を
こ
れ
か
ら

考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

二

一
世
紀

へ
の

サ
バ
イ
バ
ル

い

ま
す

▲神野尚文氏
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倉
田
　
藤
村
石
油
が
二

一
世
紀
に
サ
バ

イ
バ
ル
す
る
経
営
戦
略
に
つ
い
て
、
メ

ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
、
友
人
と
し
て
の

立
場
か
ら
、
あ
る
い
は
地
域
経
済
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
立
場
か
ら
ご
提
言
し

て
い
た
だ
こ
う
か
と
思
い
ま
す
。

神
野
　
こ
れ
か
ら
数
年
間
は
石
油
販
売

店
に
と

っ
て
非
常
に
厳
し
い
時
代
が
続

き
ま
す
。
こ
れ
を
乗
切
る
に
は
、
体
質

強
化
を
図
っ
て
、
経
費
を
節
減
し
た
り
、

組
織
を
簡
素
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
過
当
競
争
に
よ
る
洵
汰
の
時
代

を
乗
越
え
な
が
ら
、
自
分
の
体
力
に
合

っ
た
投
資
も
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。藤

村
石
油
の
サ
イ
ズ
は
、
今
後

い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
く
上
で
最
適

の
大
き
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
将
来
を
見

越
し
て
、
ま
ず
組
織
の
活
性
化
と
人
材

く
尾
越
徹
三
氏

の
育
成
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
藤
村
石
油
さ
ん
は
、
私
ど
も
の
信

用
も
非
常
に
高
く
、
将
来
を
期
待
さ
れ

る
代
理
店
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
れ
を

ベ
ー
ス
に
今
の
器
を
大
き
く
す
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
継
者
の
育
成
と
会
社
内
の
人
材
育

成
努
力
が
実
を
結
ん
だ
と
き
に
は
今
の

一
倍
、
三
倍
の
大
き
な
会
社
に
発
展
す

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

新
野
　
藤
村
石
油
は
、
大
き
く
な
い
同

族
会
社
で
個
人
企
業
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
後
継
者
の
育
成
が
大
事
な
の
で
す
。

後
継
者
と
い
え
ば
、
藤
村
君
の
息
子
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
ま
あ
、
勉
強

は
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
後
の
時

代
を
現
在
の
社
長
以
上
の
も
の
に
す
る

た
め
に
教
育
し
、
勉
強
さ
せ
て
、
立
派

な
後
継
者
に
す
る
こ
と
が
根
本
的
に
最

も
大
切
な
こ
た
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
あ
、
藤
村
石
油
も
小
さ
く
て
も

一

つ
の
事
業
で
す
。
『事
業
は
人
な
り
』
と

申
し
ま
す
が
、
同
族
会
社
と
い
う
の
は

都
合
よ
く
運
ん
で
い
れ
ば
、
と
か
く
安

易
に
流
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
厳
し

い
姿
勢
で
後
継
者
を
育
て
な
き
ゃ
な
り

ま
せ
ん
。
事
業
を
継
続
し
て
い
く
上
に

お
い
て
、
後
継
者
育
成
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

藤
村
　
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
は
、
モ

ー
ビ
ル
石
油
さ
ん
に
特
に
ご
協
力
項
い

て
お
り
ま
す
。
全
国
の
後
継
者
の
勉
強

会
に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
大
変
専
門

的
な
教
育
を
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

会
社
で
は
社
長
の
息
子
と
い
う
こ
と
で
、

甘
や
か
さ
れ
る
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、

も

っ
と
苫
労
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
現
在
二
八
歳
で
す
が
、
ま

だ
学
生
気
分
と
い
う
か
責
任
感
が
う
す

い
よ
う
で
す
。
少
し
づ
つ
責
任
の
あ
る

仕
事
を
さ
せ
て
い
ま
す
が
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願

い
し
ま
す
。

尾
越
　
松
山
と

い
う
好
立
地
条
件
、
ま

た
航
空
燃
料
取
扱
い
、
将
来
の
道
路
情

況
を
考
え
て
も
発
展
性
が
あ
り
、
藤
村

君
自
信
も
四
国
の
代
理
店
の
中
で
は
第

一
人
者
の
力
旦里
を
持

っ
て
お
り
ま
す

の

で
、
あ
と
は
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
モ
ー
ビ

ル
石
油
の
協
力
が
あ
れ
ば
絶
対
だ
と
思

い
ま
す
。
中
小
企
業
も
、
こ
れ
か
ら
は

人
材
の
時
代
で
す
。
後
継
者
の
育
成
を

含
む
人
材
教
育
を
怠
ら
な
け
れ
ば
万
全

で
す
。

藤
村
石
油
の
未
来
像

倉
田
　
最
後
に
藤
村
社
長
、
一
三

世
紀
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を
日
指
す
経
営
者
と
し
て
の
抱
負
を
皆

さ
ん
の
前
で
聞
か
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

藤
村
　
私
は
代
々
の
油
屋
の
息
子
に
生

ま
れ
、
今
も
そ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

振
り
返

っ
て
み
れ
ば
、
私
は
運
が
良
か

っ
た
で
す
ね
。
戦
後
の
油
屋
再
開
に
し

て
も
、
昔
の
ご
縁
で
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
も
油
屋
の
息

子
と
い
う
こ
と
で
、
苦
労
も
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

苦
労
と
い
え
ば
、
三
〇
年
く
ら
い
前

の
社
員
の
交
通
事
故
が
非
常
に
つ
ら
か

っ
た
で
す
ね
。
商
売
を
や
め
よ
う
か
と

思

っ
た
ほ
ど
で
す
。
こ
れ
を
機
に

『金

比
羅
さ
ま
』
に
お
参
り
に
行
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
の
父
母
、
祖
父
も
信

仰
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
人
間
は
ど
こ

か
寄
り
ど
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
と
思
い
始

め
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
私
は
若
い
う
ち
に
社
長
に

な

っ
た
の
で
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
用

地
買
収
に
行

っ
て
、
相
手
に
信
用
さ
れ

な

い
こ
と
が
多
く
苦
労
し
ま
し
た
。
で

も
、
そ
れ
よ
り
も
買
収
の
決
断
に
悩
み

ま
し
た
。
あ
る
程
度
の
条
件
が
揃

っ
て

い
る
と
き
に
決
断
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
わ
け
で
、
で
き
る
だ
け
ダ
メ
押
し
し

て
み
て
、
過
半
数
の
可
能
性
が
あ
れ
ば

買
収
を
進
め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
決
断

が
財
産
と
し
て
評
価
さ
れ
、
メ
ｌ
ヵ
ｌ

さ
ん
や
銀
行
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ

な
が

っ
た
と
思
う
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
情
報
化
社
会

の
な
か

で
存
続
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
多
様
な

情
報
を
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
を
上
げ
る
と
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
は
、
道
路
交
通
状
況
、
観
光
地
の
様

子
、
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
の
場
所
、
フ
ェ

リ
ー
状
況
、
飛
行
機
予
約
状
況
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
れ
ば
、
お
客

さ
ま
の
評
価
が
全
く
違

っ
て
く
る
で
し

ょ
う
。
情
報
面
に
お
い
て
も
ス
タ
ン
ド

の
評
価
が
上
が
る
わ
け
で
す
ね
。

倉
田
　
地
域
社
会
と
ス
タ
ン
ド
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
お
考
え
が
あ
る
よ
う
で

す
が
…
…
。

藤
村
　
地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

現
在
お
客
さ
ま
と
の
野
球
、
テ
ニ
ス
な

ど
の
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま

の
信
頼
関
係
、
情
報
提
供
を
図
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
場
合
、
消
防

法
上
の
問
題
が
あ

っ
て
、
そ
の
場
で
な

に
か
す
る
の
は
無
理
な
面
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
お
客
さ
ま
に
集
ち

て
い
た
だ

い
て
、
情
報

の
交
換
、
提
供
場
所
、
地

域
社
会
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
所
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
社
の
六
か
所
の
ス
タ
ン

ド
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
モ

ー
ビ
ル
石
油
さ
ん
の
指
導
で
新
し
く
ス

タ
ン
ド
を
改
装
し
て
い
ま
す
。
伊
予
市

の
こ
の
ス
タ
ン
ド
は
郊
外
型
な
の
で
、

敷
地
を
広
く
し
て

一
度
に
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
に
給
油
が
出
来
て
お
待
た
せ

し
な
い
よ
う
に
致
し
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ス
タ
ン
ド
の
中
に
男

女
別
々
の
大
き
な
ト
イ
レ
を
作

っ
て
、

ド
ラ
イ
ブ
す
る
女
性
に
利
用
し
て
も
ら

い
、
女
性
客
の
開
発
を
ね
ら

っ
て
い
ま

す
。

倉
田
　
藤
村
石
油
の
前
途
を
大

い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
今
後
、　
一
〇
〇
年
、

二
〇
〇
年
に
向
か

っ
て
発
展
さ
れ
ま
す

こ
と
を
祈
念
し
て
、
こ
の
座
談
会
を
終

わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
い
あ
い
だ

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（昭
和
六
〇
年
七
月

一
三
日
　
松
山
全

日
空
ホ
テ
ル
松
の
間
に
て
）
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藤村石油グループ組織図

藤村石油株式会社

音5

本町営業所

社長―――常 山営業所

営業所

空港営業所

伊予藤村石油株式会社

課

社長一一常
プロパン部

伊予給油所

吾川給油所

店

億

５
　
　
４
　
　
３
　
　
２

売上高の推移(グループ3社 )

単位 :百万円

901 1,899

269

2,117
1

68

27
41

昭和25年 30  35  40  45   50 55 日召和59年

所

業

天出橋石油株式会社

藤村栄―略歴

大正15年 9月 25日 生まれ

昭和23年 3月  鹿児島高等農林専門学校卒
(現鹿児島大学農芸化学科 )

昭和35年 5月  四国マルヰ協同組合理事長
愛媛県エルピーガス保安協会理事

7月  愛媛県石油業協同組合理事
昭和38年 9月  伊予商工会議所副会頭
昭和45年   愛媛モービル石油協同組合理事長

四国モービル会副会長

昭和46年 5月  伊予信用金庫理事
昭和60年 7月  伊予市観光協会会長

資本金の推移

(:3)=100万円
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藤村石油株式会社グループ概要

靡藤村石油株式会社

本   社  〒790松 山市本町6丁 目7-1

日召禾口24

日召禾口28

日召不日31

日召禾口32

日召禾口34

営業再開、藤村栄一代表者となる

8月  四国通産局長より石油販売許可受ける
スタンダード・バキューム石油会社と取引再開

12月  松山市一番町給油所の運営を行う
2月  一番町給油所を帥ベガサス松山発売所
とする

2月  松山一大阪間定期航空便開始、第 1号
機から給油開始

2月  伊予給油所を地下タンクに改装
12月  岩谷産業船とプロバンガス販売の契約
4月  伊予市海岸に海上受入重油タンク設置
10月  伊予市下吾川に木造従業員住宅建設
7月  藤村石油株式会社設立
3月  運輸省より松山空港構内営業許可受く
12月  ス社の分割に伴い、モービル石油腕の
代理店となる

2月  松山市本町 6丁 目に本町営業所設置
7月  欄ベガサス松山発売所を藤村石油帥―
番町営業所とし、本社を伊予市より松

山市一番町に移す

10月 本町営業所増築 本社を本町に移転
1月  空港営業所を設置
4月  伊予市下吾川に吾川給油所設置
6月  松山市石井町に石井給油所設置
6月  松山市吉藤町に従業員共同住宅建設
12月  伊予営業所を分離 し、伊予藤村石油船
設立

9月  松山市中央 1丁 目に衣山営業所設置
4月  松山空港拡張に伴い空港営業所移転
事務所、倉庫、タンク等も新築

10月 石井営業所を松山市天山町に移転する
と共に分離し、天山橋石油船を設立

2月  一番町営業所を廃止
11月  松山市保免町に保免営業所を設置
1月  会社社章制定
9月  資本金3,000万 円に増資
2月  本社増改築 リビングショップを設置
10月  日本商工会議所100周年で藤村栄一功
労表彰を受ける

7月  本町営業所大改築
3月  松山市北藤原町中居石油欄北藤原給油
所を引継ぎ北藤原営業所とする

10月  伊予市制30周年で功労感謝状を受ける
11月  松山税務署長より優良法人として表敬
1月  モービル石油機より代理店90年の表彰
3月  創業115年 伊予市民の森に記念植樹する
4月  90周 年躍進コンクール決起大会挙行

TEL(0899)25-1230

藤 村 栄 一

3,OOO万円

36名

石油製品全搬・航空燃料・プロパンガ

ス・ガス及び石油器具・保険代理店

ガス及

者

金

員

目

表
本
業
凱

代

資

従

営

営 業 所  本町・衣山・保免・北藤原・空港

鰈伊予藤村石油株式会社

本   社  〒799-31伊 予市湊町51番地
TEL(0899)82-0153

藤 村 孝 子

1,000万 円
24名

石油製品全搬・プロパンガス

び石油器具・保険代理店

日召不口35

日召禾日36

営 業 所  伊予・吾川

鶉天山橋石油株式会社

本   社  〒790松 山市天山町328-2
‐
TEL(0899)45-2678

梶 野 熊 好
100万円

6名

石油製品全搬・保険代理店

天山

鰈取引銀行

伊予銀行湊町支店

広島銀行郡中支店

愛媛相互銀行大街道支店

者

金

員

目

表
本
業
親

代

資

従

営

表
本
業
輛
業

代

資

従

営

営

日召禾口37

日召禾口38

日召禾日39

日召不口40

日召禾口42

日召不口43

日召禾口44

日召禾口45

日召禾口46

日召禾口48

日召禾口49

日召不口50

日召禾口51

日召不口53

日召禾口55

日召不口58

日召禾口59

鰈主要取引先

愛媛県庁

松山市役所

伊予市役所

全国空

東亜国内航空

伊予鉄道

四国電力

井関農機

建設省松山工事事務所

沿 革
明治 3

明治28

大正 3
日召不口18

藤村嘉吉、郡中(現伊予市 )に菜種油商を創業

ニューヨーク・スタンダー ド石油会社と特約販

売代理商契約を締結

藤村石油店、ス社より功績を讃えられる

戦争のため家業は休業状態となる

77

日召禾口60



社章の由来

藤村石油の社章は、昭和49年 1月 6日 に制定された。

これは 4代 目藤村栄―社長自身のイメージをデザインし

たものである。

青は母なる海と、藤村石油の燃料を満タンにしたジェ

ット機の飛びかう青い空を象徴する。青はまた明日へ続

く明るい未来をイメージする色でもある。

赤はエネルギーを示す。エネルギーは藤村石油の歴史

の中に燃えたぎる底知れぬ知と勇のパワーである。未来

に向かって突き進む若い芽ばえのエネルギーでもある。

中央を走る白いラインは、藤村石油の頭文字「F」 を表

わす。回りを縁取る円は、オイルの「0」 である。文字の

形は自動車の往きかうハイウェイにも見える。

赤と青が白いラインによって 4つ に区切られているの

は、航空機、自動車、工場、家庭の 4つのマーケットの

意味を持っている。

それらをすべて統括し、社員―同が大きな輪となって、

明日の藤村石油を築いていこうとの熱い思いが、この社

章の基本ポリシーとなっている。
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■あとがき
藤村石油株式会社社史をお手許にお届け致しま

す。なにぶん、菜種油商を創業しまして一世紀を

越す記録ゆえ、ようやくまとめることができた一

との思いで一杯でございます。

これも、ひとえに関係各位の温かいお力添えと

御協力の賜と感謝いたしております。

初代、藤村嘉吉が菜種油商を開業するに至るま

での状況、幕末期から明治初期にかけての伊予、

郡中などの社会・政治・経済情勢などは、詳細を

記した資料も少なく難渋いたしました。石油販売

代理業以降、二代日長十郎の商才、人柄なとは、

あぶらや時代からゆかり深い多くの先輩諸兄から

身に余る御助言を頂きました。また、藤村家に伝

わるモービル石油 (株 )と の強い絆をしるす資料類

も大いに活用することができました。

当社史は一つの区切りです。これを機に新しい

未来へのステップを踏み出す決意を抱いておりま

す。皆様のよリー層の御支援をお願い申し上げま

す。

集

者

所

「丁
　
一丁

編

発

発

藤村石油株式会社社史
～エネルギーー筋に～

昭和60年 10月 1日発行

印刷・製本

藤村石油株式会社

藤 村 栄 一

藤村石油株式会社

〒790松山市本町6丁 日7-1
電話 (0899)25-1230

凸版印刷株式会社

株式会社東洋印刷

(掬 トッパンアイデアセンター

有限会社ユニック
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